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薬物動態学とは
薬物動態学とは、生体内の薬物の量的、質的な変位、変

換の速度過程を追究する学問です。狭い意味では、薬物濃
度および量の時間推移の測定、記述、予測および法則性を
追及します [1]。
投与される薬物は、患者にとって最初で最後の治療手段

の場合もあります。薬物の体内における濃度を調べておく
ことは、薬物の患者に対する有効性と安全性の確保のため
に欠くことができません。薬物動態学は、体内での薬物の
動きと変化を時間経過とともに把握するための学問分野の
一つです。

薬物動態学の歴史
欧米では1950年代から薬物動態研究が始まっています[2]。

医薬品の投与にあたり有効性と安全性を十分に発揮できる
ように研究する薬剤学の分野があります。薬物動態学はそ
の中で、とくに生体内における、吸収、分布、代謝、排泄
を含める生物薬剤学分野のなかの１つと考えられています。
薬剤師国家試験では1980年代から薬物動態の計算が出てい
ます。最近では多くの問題が出題され、その理論と実践の
必要性が増しています。

薬物動態学はなぜ必要か
薬物治療が問題なく進めば良いのですが、一旦うまく効

かない、副作用が発現するなどのイベントがおこると、そ
の対応とその理由を明らかにする必要があります。その際
に薬物動態学の考え方が必要となります。薬物動態情報を
基に、患者個々に対する適正な薬剤の選択、有効性および
安全性を確保することが重要です[3]。

直感的理解
有効性と安全性の視点から説明するために、血中濃度と

効果の関係を説明します。図（イ）に血中濃度時間曲線を示
します。投与量を上げると、血中濃度は比例して高くなり
ます。濃度は対数で表示してあり、通常は減ってゆく血中
濃度の傾きは変化しません。このことは直感的に理解でき
ます。図（ロ）に作用部位濃度と効果の関係を示します。作
用部位の濃度が高くなると効果がないところから高くなり、
ある濃度から効果は頭打ちの現象を示します。この曲線は
一般に薬理実験で行なわれ、用量－反応曲線と言います。
薬物濃度1点に対して効果を測定し、その点を結んでいま
す。図（イ）と図（ロ）を結び付けて、効果の時間推移（図
（ハ））が明らかになります。図（ハ）の曲線を図（イ）曲線か
ら直感的に予測することは難しいです。しかし、低投与量
の血中濃度曲線の時は、効果が小さく、高投与量の血中濃
度曲線のときは効果が出続けることは理解できます。有効
性の基本は薬物投与後に血中に薬物が入り、体内をまわり、
作用部位へ到達し、効果を表すことです。薬物濃度の減少
とともに効果も小さくなります。このようにシミュレーシ
ョンを行うと、効果時間推移を理解し易くなり、血中濃度
が効果を規定しています。このとき、血中濃度と作用部位
濃度の違いがあります。しかし、遊離形薬物（タンパクな
どと結合していない、血液中遊離の薬物）濃度は作用部位
と血中では等しいと考えます。血中濃度を遊離形薬物濃度
の指標として、薬物の動き、効果の強さを考えます。
薬物動態学は、効果のある薬をより有効に安全に使うた

めの基本情報となり個別化医療において必要となります[3]。
安全性の面から考える場合は、効果を副作用と読み替えれ
ば理論はまったく同じです。
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患者のための薬物動態学
近年開発されている医薬品は、以前に比べ申請時におい

て非常に多くの薬物動態情報が含まれています。薬剤師に
とってこの情報を利用しない手はありません。薬物動態情
報を基本とし、利用することで、患者個々の状態に合わせ
た個別薬物治療が可能となります。医薬品医療機器情報提
供ホームページ（http://www.info.pmda.go.jp）または、
Yahooで、「審査センター」のキーワードで検索して下さい。
このなかで、「承認情報」をクリックし、「新薬の承認に関
する情報」を開いて見て下さい。「部会審議品目」の下の平
成16年４月などを開いてみて下さい。そして申請資料概要
の表示をクリックすると、見ることができます。そのなか
で、吸排のところには有用な薬物動態情報がたくさん記載
してあります。この情報を基本に薬物動態の特徴を理解し、
患者の状態に合う投与計画の立案が可能となります。

血中濃度推移と5つの指標（F, Vd, CL, fuB, Ae）
薬物動態学の重要な定義と体内における変動要因を以下

に述べます[4]。シミュレーションを行うと体内での薬物の
動きが直感的に理解しやすくなります。

（1）薬物動態の基本となる血液の体内循環
体内で薬物を運

ぶのは血液です。
この血液の動きを
まず理解する必要
があります。次図
に心臓から拍出さ
れた血液の循環経
路が示してありま
す。心臓からは約
5 L/minの血液が
拍出されます。そ
のうち肝臓へは約
1.5 L/ min、腎臓へは約1.2 L/min運ばれます。静脈内投与
の場合、総て心臓へ行き、その後各臓器へ割り振られます。
このとき排泄臓器が腎臓のみの薬物は、その腎臓通過で薬
物が総て排泄されるとすると、一回の循環で約24％の薬物
が循環血中から消失します。このくり返しが体内からの薬
物の消失となります。経口投与の場合は、消化管からの吸
収された薬物は、総て初めに肝臓を一回通過します。その
時に代謝を受けて消失することを、初回通過効果（肝代謝
型の薬物は初回通過効果を必ず受ける）を受けると言いま

す。経口投与後は、初回通過効果を受け、全身へまわり静
脈内投与と同じ運命をたどります。しかし、肝代謝が大き
い薬物は、静脈内投与と経口投与の投与量が大きく異なる
場合があります。このように血液の循環を明確に理解して
おく必要があります。さらに後述しますが、薬物を除去す
る基本のクリアランスは、この血流を超えることができま
せん。肝臓へは全血で約1.5 L/min、血漿で800 mL/min、
腎臓へは全血で約1.2 L/ min、血漿で600 mL/min運ばれま
す。この大きさがクリアランスの最大値になりますので、
覚えておく必要があります。血流は薬物動態を学ぶときの
重要なパラメータです。

（2）バイオアベイラビリティ
バイオアベイラビリティ（F）は血管外投与された薬物

量（投与量 D）と体内循環血中に到達した薬物量を関係づ
けるものと定義します。薬物を経口投与した場合、バイオ　 　 　 　

アベイラビリティは体内循環に入る薬物量の指標となり、　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

吸収する率Fa、小腸粘膜面での代謝をまぬがれる率Fg、肝　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

初回通過効果をまぬがれる率Fhの掛け算になります　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　。バイ
オアベイラビリティの変動要因は製剤、年齢、服薬条件な
どがあります。
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（ロ）

作用部位濃度

効
果

（ハ）

時間

効
果

5 L/min

1.5
L/min

1.2 L/min

D F・D

バイオアベイラビリティ（F）（生物学的利用能）
血管外投与された薬物量と体内循環血中に
到達した薬物量を関係づける

（イ）

時間

血
中
濃
度

体内循環血中に到達する薬物量はF・D

F = Fa・Fg・Fh

F ・ D 
D

消化管 

(Fa ・ D) ・ Fg
(Fa ・ Fg ・ D) ・ Fh

Fa ・ D

肝臓 

粘膜面 
全身循環血中 

Fa： 吸収率　Fg： 消化管代謝回避率　Fh： 肝消失回避率 



（3）分布容積
分布容積（Vd）は 体内薬物量（Ab）と薬物血中濃度

（Cp）とを関係づけます。薬物は投与量つまり量で体内に
入れますが、実際に治療している時の患者からの情報とし
ては濃度（血中濃度）であつかうことになります。そこで
その橋渡しをする容積を分布容積と定義します。
分布容積は、静脈内投与直後の濃度Cp0とそのときの投　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

与量から求めることができます　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　。

1Lの容器に1Lの溶液を入れ、100 mgの薬物を入れると
します。そのとき検出した濃度が100 mg/Lであるならば、
Vdは1Lとなり、1L溶液中に均一に拡散、溶解した状態を
表していると考えられます。一方、検出された濃度が1 mg/
Lのとき、Vd は見かけ100 Lとなり、実際の1Lの容器とか
け離れた値となります。この現象を説明するためには、薬
物がある局所に存在し、1Lの容器の中は均一な濃度になっ
ていないと考えられます。このようなことは臨床上よく見
受けられます。すなわち脂溶性の高い薬物は脂肪組織へ蓄
積し、血中濃度が低いとしてもいつまで経っても完全に排
泄されない例となります。
分布容積を決定している要因は、血漿容積Vpと組織容　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

積VTと血漿中非結合形分率fuBと組織中非結合形分率fuT　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

です　　　　。分布容積の変動要因には年齢、体重、性別、血清ア
ルブミン値、併用薬などがあり、組織の循環血流量と薬物
の分布、薬物の組織内拡散速度、組織との結合性、血漿タ
ンパク結合の影響等を考慮します。

（4）クリアランス
薬物は投与された直後から消失が始まります。薬物の消

失をうまく理解し把握できれば、その薬物の投与設計、薬
理効果の予測、安全性の確保が可能となります。消失を表
す概念の一つにクリアランスがあり、最も重要なパラメー

タと考えられます。クリアランス（CL）は薬物血中濃度と全
身循環血からの薬物消失速度を関係づけます。すなわちあ
る臓器（肝臓、腎臓）による薬物の血液からの消失速度とそ
の時点での血中濃度を橋渡しする比例定数と定義します。

定義式を積分することによりAUCと体内到達薬物量から　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

クリアランスを求めることができます　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　。
クリアランスを決定している要因は、血流量、非結合形　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

分率、固有クリアランスです　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　。これらの３つの因子は、大
きさにより無視してクリアランスを簡略化して考えること
ができます①、②。

抽出率の大小（E＜0.3、E＞0.7）により薬物を分類する
ことができます。

クリアランスの変動要因は年齢、体重、体表面積、肝機
能、腎機能、併用薬、血清アルブミン値などです。

（5）尿中排泄率
薬物の排泄は、大別して肝代謝と腎排泄の2つに別けら

れます。腎排泄は尿中の未変化の薬物を測定すれば、その
程度が比較的容易に明らかとなります。一般的には、腎排
泄の率を100％から引けば腎外排泄となり、この部分の寄

CLx = fuB・CLintx 
消失能依存性薬物 

Ex＜ 0.3

Ex=CLx/Qx

Ex＞ 0.7

CLx = Qx 
血流速度依存性薬物 

①血液によって臓器に 
　運ばれる過程 

①が律速であるとき(Ex＞ 0.7) 
　　　　　CLx = Qx

Qx Dpf

DTf

Dpb

②臓器が有する除去能に 
　よって消失する過程 

②が律速であるとき(Ex＜ 0.3)

Ex：抽出率、 Qx ：血流量 

CLx = fuB・CLintx消失 

クリアランス（CL） 薬物血中濃度と全身循環血から 
薬物消失速度を関係づける。 

ある臓器（肝臓、腎臓）による薬物の血液からの消失速度と、
その時点での血中濃度を橋渡しする比例定数。 

腎消失速度 

肝消失速度 

消失速度 

CL
Cp
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分布容積 (Vd)

Vd

体内薬物量と薬物血中濃度とを関係づける 

CpAb

1L

1L
量で入れたのに濃度で出てくる 
その橋渡し容積を分布容積 

Ab 100mg 
Cp 100mg/L 
 
Vd =1L
Ab 100mg 
Cp 1mg/L 
 
Vd =100L

Ab=Cp ・ Vd
Div = Cp0・ Vd

Vd = Vp + (fuB/fuT)・VT

細胞外液 膜 細胞内液 

Vp VT
Dpf DTf

Dpb DTb 

速度=CL ・ Cp

FD=CL ・ AUC
CL=

Q・fuB・CL int
―――――――
Q + fuB・CL int

Q：血流量、fuB：血液中での非結合形分率、CL int：固有クリア
ランス
臓器からの薬物のクリアランスは、抽出率（E）と血流量（Q）の掛
け算で表されます。CL = Q・E。



与は肝代謝によると考えられています。すなわち、循環血　 　 　

液中から未変化体として尿中に排泄される薬物量から、腎　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

排泄型、肝代謝型に分類できます。　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

薬物治療時に腎排泄率の高い薬物を理解していることは
重要で、薬物投与後、循環血液中から未変化体として尿中
に排泄されやすい薬物は腎機能に注目します。さらに、尿
中排泄率の高い薬物を腎障害患者に投与する場合は、減量
や投与間隔の調整あるいは中止の検討が必要となります。

（6）血漿中タンパク非結合率
薬物は遊離形の薬物が作用部位へ到達し薬理効果を発現

します。日常のTDMにおいて薬物血中濃度はタンパク結
合した薬物も含め総濃度で測定されています。そこで薬物
のタンパク結合率を考慮しながら、定常状態では作用部位
と血液中との間に遊離形薬物濃度の平衡が成り立っている
と仮定し、血中濃度を作用部位の薬物濃度の指標としてい
ます。すなわち、薬物の体内動態と薬理効果をあつかう上
で、血漿中タンパク非結合率を知ることは重要なことにな
ります。血液中薬物濃度が均一であれば、血漿中薬物総濃
度 (Cp) は遊離形薬物濃度 (Cpf) とタンパク結合形薬物濃度
(Cpb) の和になります。遊離形薬物濃度 (Cpf) は血漿中薬物　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

総濃度 (Cp) に血漿中タンパク非結合率 (fuB) を掛けて表し　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ます　 　 　。Cpf = fuB・Cp。
タンパク結合率の高い薬物は、結合の小さい変化でも大

きく遊離形濃度の変化につながります。このことは薬効の
変化の原因の一つになります。5％のタンパク結合率の変
化が起こると、薬物Aは1.1倍の遊離形濃度になり、薬物B
は2倍の遊離形薬物濃度になります。すなわち、効果と血
中濃度が比例関係にある場合、薬物Bは5％のタンパク結合
の変化で効果が2倍も強くなってしまいます。

薬物
結合 遊離形 結合 変化後の 遊離形

% % 変化 遊離形% の変化

A 50% 50% - 5% 55% 110%
B 95% 5% - 5% 10% 200%

（7）薬物血中濃度時間曲線の消失の傾き
薬物血中濃度の時間推移において血中濃度－時間曲線の

消失過程における傾（kel：消失速度定数）は、分布容積　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

とクリアランスの兼ね合いで決定されます　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　。消失速度定数
はクリアランスに比例し、分布容積に反比例します。すな
わち、kelの変動は分布容積またはクリアランス、またはそ
の両者の変動した結果から生じます。変動した場合の原因
を明確にする場合は、両者の変動を調べます。一般に薬物
の血中濃度が消失して1/2の濃度になる時間（半減期t1/2）
は、0.693をkelで割ると定義されています。薬物の体内で
の動きに1ーコンパートメントモデルをあてはめ、消失速
度定数を直線回帰して求め、別に文献から求めた分布容積
からクリアランスを決定することができます。（臨床では
1-コンパートメントモデルで扱える薬物が多い）

尿中排泄率 

肝クリアランス 

腎クリアランス 

5つの指標、F, Vd, CL, fuB, Aeを定義から式まで覚えて
おくと、患者への対応が明確にできるようになります。例
えば、トルブタミドの5つのパラメータを次に示します。こ
のなかで、臨床的にどこを見るかを記載しました。経口投
与後の、効果の変動を決定する遊離型のクリアランスは、
肝の固有クリアランスと吸収率が影響因子となります。こ
れら5つの指標、F, Vd, CL, fuB, Aeを自由に考えられるよ
うになることは、薬剤師の一つのスキルと考えます。

臨床薬物動態パラメータのまとめ

トルブタミドの薬物動態パラメータ
F (%) Ae (%) fuB CLtot (L/hr) Vd (L)

＜5 0.05 1.2 7

CLtot=CLH
EH=CLH/QH= (20mL/min)/(800mL/min)=0.025

CLH=fuB・CLintH CLHf=CLintH
CLpo=fuB・CLintH/Fa CLpof=CLintH/Fa

Vd=Vp Vdf=Vp/fuB
Kel=fuB・CLintH/Vp
binding sensitive t1/2=4.0 hr

引用文献
1] 医薬品開発のためのファーマコキネチックス実験法、ソ
フトサイエンス社，東京，1985. 

2] Applied Pharmacokinetics, Applied Therapeutics Inc.
Vancouver WA 1992. 

3] 医薬品開発における臨床薬物動態試験の理論と実践、丸
善、2004. 

4] 臨床薬物動態学　薬物治療の適正化のために、丸善、
2000.

分布容積
Vd大のとき：Vd = (fuB/fuT) VT Vdf = VT/fuT
Vd小のとき：Vd = Vp Vdf = Vp/fuB  

臓器クリアランス
Ex ＜ 0.3：CLx = fuB・CLintx CLxf = CLintx
Ex ＞ 0.7：CLx = Qx CLxf = Qx/fuB

経口クリアランス
肝代謝型薬物：

CLpo = fuB・CLintH/Fa CLpof = CLintH/Fa
腎排泄型薬物：

ER ＜ 0.3 : CLpo = fuB・CLintR/Fa CLpof = CLintR/Fa
ER ＞ 0.7 : CLpo = QR/Fa CLpof = QR/(Fa・fuB)

1n Cp

Time

Kel

クリアランス 
CL (mL/min) 薬物に汚染された体液 

を清浄化する能力 

薬物によって汚染 
された体液の容積 

分布容積 
Vd

薬物血中濃度の時間推移の決定 

kel=CL/Vd
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◎第106回
日　時：平成18年11月9日（木）18時より
演　題：「調剤におけるリスクマネージメントと患者対応の

実際」
演　者：東京大学医学部附属病院　副薬剤部長

清野敏一先生
今回、処方せん実例に基づいて、投与に際して注意が必要
な薬剤の処方に関する考え方などを中心に、すべての薬剤師
業務の根幹である調剤に関するリスクマネージメントの方策
について概説する。また、患者からのクレームやお薬相談な
どの実例を通して、患者対応の実際と問題点についても言及
する。
当番ユニット：薬剤学（伴野和夫、鈴木豊史、深水啓朗、古
石誉之）、物理学（大島久、小林宏司、森啓)、ドイツ語
（山崎良介）

◎第107回
日　時：平成19年1月18日（木）18時より
演　題：「自然が育む健康―医食農同源のサイエンス―」
演　者：千葉大学環境健康都市園芸フィールド科学教育研究

センター　教授　池上文雄先生
近年、漢方薬を始め身近な伝統食品が健康維持の手段とし

て脚光を浴びている。本講演では、現代医療における植物療
法の現状ならびに健康予防医学、環境教育、園芸療法の実践
について述べる。
当番ユニット：生薬学（北中進、松 桂一、大根谷章浩）、生
化学（安西偕二郎、小林俊亮、大橋祥世）、セルフメディ
ケーション学（安川　憲、松原秀樹）、英語（金子利雄）

◎第108回
日　時：平成19年3月8日（木）18時より
演　題：「生体リズムから観たメタボリックシンドロームの予防

と治療―早寝・早起き・朝ご飯と薬剤師―」
演　者：日本大学薬学部　助教授　榛葉繁紀先生
メタボリックシンドロームはいうまでもなく生活習慣の乱
れがその一因となっている。そのためメタボリックシンドロ
ームの予防ならびに治療に「早寝・早起き・朝ご飯」の概念が改
めて提唱されている。本講演ではメタボリックシンドローム
を生体リズムから眺め、規則正しい生活習慣を患者に指導す
るために薬剤師が知っておくべきことを考えたいと思います。
当番ユニット：衛生化学（手塚雅勝、榛葉繁紀、渡邊雅紀）、
ファーマシューティカル・コミュニケーション学（井手口
直子）、薬理学（伊藤芳久、石毛久美子、小菅康弘）、数学
（関根忠行）、法学（小野健太郎）

◎受講案内
会　　場：日本大学会館（千代田区九段南4-8-24）
最寄り駅：市ヶ谷駅　JR中央線下車　徒歩2分

東京メトロ　有楽町線・南北線、都営地下鉄新宿線
下車　A2出口　徒歩1分

受講申込方法：当日申込のみ（予約不要）
受付開始時間：17時30分より
参加資格：特になし（出身校等一切不問）
受講料等：1,000円
受講者には受講証と受講資料を差し上げます。日本薬剤師

研修センター研修認定薬剤師制度の受講シール（１単位）を
交付いたします。

日本大学薬学部庶務課　Phone 047-465-2091問い合わせ先

― 6―

著者略歴

松本 宜明
（まつもとよしあき）

昭和57年３月 昭和薬科大学薬学部薬学科卒業
昭和57年４月 国立小児病院薬剤科
昭和57年10月 国立横浜東病院薬剤科
昭和59年４月 昭和薬科大学大学院薬学研究科修士課程入学
昭和61年３月 昭和薬科大学大学院薬学研究科修士課程修了
昭和61年４月 昭和薬科大学薬学部助手（薬剤学）
平成２年12月 薬学博士（大阪大学）
平成３年４月 昭和薬科大学薬学部講師（薬剤学）
平成５年10月 ニューヨーク州立大学バッファロー校薬学部博士研

究員（平成６年９月まで。）
平成７年２月 博士（医学）(東邦大学）
平成11年４月 昭和薬科大学薬学部助教授（薬物動態学）
平成17年４月 日本大学薬学部教授（臨床薬剤学）（現在に至る。）

学外教育活動
東邦大学医学部客員講師、日本歯科大学歯学部非常勤講師、
九州大学大学院薬学府非常勤講師

学会活動
評議員（日本薬物動態学会、日本臨床薬理学会、日本TDM学会、日
本薬剤学会、日本慢性疼痛学会）

認定薬剤師、指導薬剤師活動
日本薬剤師研修センタ－研修認定薬剤師、日本臨床薬理学会認定薬
剤師、日本臨床薬理学会研修指導薬剤師、日本医療薬学会認定薬剤
師、日本医療薬学会指導薬剤師

公的活動
薬物治療モニタリング研究会幹事、PPK研究会幹事、関東私立大学
病院薬剤部研究会ワークショップタスクフォース、日本薬学会ファ
ルマシアトピックス小委員（平成13年－平成16年）、日本医療薬学
会認定薬剤師制度試験問題出題委員（平成15年－平成16年）、文部
科学省高等教育局医学教育課実務実習モデル・コアカリキュラムの
作成に関する小委員会作業部会委員（平成15年）

卒後教育講座のご案内

現在、講座の開催日時が教授会と重なる日が出ており、第２週の木曜日から第４週に変える、曜日を変える等の検討を行っ
ています。委員会では、受講者の皆様のご意見を尊重したいと考えています。
是非とも忌憚の無いご意見を下さいます様、お願い申し上げます。また、各方面でご活躍の方々の講演を企画していますが、

ご希望の講演内容が御座いましたら、お気軽にご連絡頂ければ幸いです。
有意義な講座にしていきたく、皆様方のご協力をお願い申し上げます。

薬学卒後教育委員会委員長　安川　 憲
連絡先：yasukawa@pha.nihon-u.ac.jp



本学名誉教授村越

善衛先生は、平成18

年7月19日、千葉市

の自宅にて軟口蓋が

んのためご逝去され

ました。享年85歳で

した。告別式は、平

成18年7月21日にセ

レモ稲毛駅ホールにてしめやかに行われました。

先生は、大正10年1月9日に千葉県でお生まれになりま

した。昭和26年3月に、東京教育大学東京文理科大学を

ご卒業後、生物学における生化学の重要性を予見され、

千葉医科大学（現千葉大学医学部）医科学教室での研究

生として赤松茂先生のご指導を仰ぎ、昭和31年4月に同

教室助手となられました。その後、初代故小澤光教授の

後任として理工学部薬学科講師（昭和35年4月）に就任

され、助教授（36年4月）を経て、昭和42年4月に教授と

なられました。平成2年4月より、薬学部に勤務替（薬理

学研究室）となり平成3年3月に退職されるまで、通算し

て31年の長きにわたり理工学部薬物学研究室・薬学部薬

理学研究室（現薬理学ユニット）を主宰されました。こ

の間、理工学部営繕管財委員会委員，薬学部図書委員会

委員長，就職委員会委員長等を務められるとともに、動

物室管理委員会委員長、その後動物実験委員会委員長と

して今日の薬学部動物センターの礎を築かれ、学部の発

展に寄与されました。また、日本薬理学会関連では、常

置委員会委員、日本薬理学会第72回関東部会長などの役

職を務められ、長年にわたる日本薬理学会への功績によ

り，平成15年に永年会員の称号を与えられました。研究

には大変熱心で、学会にご出席された時には必ず最前列

付近に陣取り、目を輝かせて発表を聞いておられた姿は

印象的でした。

先生は、6期生から36期生までの卒業研究の指導にあ

たられましたが、着任された当時は、実験器具としては

ワールブルグ検圧計が一台あったのみという今では考え

られない状況であったようで、当時助手を務められてい

た新村宗敏氏（後の本学・千葉大学助教授）、川上節子

氏（現新村夫人）とかなりご苦労をされたようです。こ

の状況においても、寄生虫が蔓延した戦後の混乱期から、

駆虫薬の作用機序解明を目指され、ビチオノールが寄生

虫に存在する特異的糖質代謝系を顕著に阻害することを

発見し、その阻害機構を生化学的に解明されました。ま

た、麻薬性鎮痛薬であるモルヒネ依存性発現機構の研究

からも、作用機序解明に結びつく数々の知見を報告され

ました。これらの多くのご功績により、平成7年に、勲

四等旭日小綬賞を受賞されました。

在任中、先生はどんな学生にも分け隔てなく望まれ、

研究成果のみを期待するのではなく、薬理学的研究をと

おして自主的修練の機会をあたえ、社会で自立できるよ

うになってほしいという教育的スタンスを貫かれました。

先生は、薬学科着任当時は下戸だったそうですが、40代

から急にお酒をたしなまれる様になり、酔われた時には

どちらかというと卒論生には反面教師的に映る場面もあ

りましたが、先生とお酒を酌み交わした時にいただいた

数々の教えが、脳裏に焼き付いている同窓生は私だけで

はないと思います。先生は私たち卒研生一人一人を愛し、

父のような思いで接してくださり、その姿は、まさに、

先生自らが薬物学研究室機関誌である「ばいえんし」退

任記念号に「人間村越」と記されているとおり、寛大で

人情味と優しさにあふれていました。

先生は、大変な愛煙家で、教授室で長年使用されてい

たロッカーは黄色く変色するほどでしたが、ご退任後は

肺気腫を患われて酸素ボンベが必要な状態になられまし

た。薬理学ユニット同窓会（通称 薬物同窓会）は、2年

ごとに総会・懇親会を開催していますが、このような状

況にもかかわらず、平成13年に開催された第20回同窓会

懇親会に先生は酸素ボンベを背負いながら駆けつけてく

ださり、参加していた門下生は感激し、先生と再会でき

たことを喜びました。その後、食道がんがみつかり、闘

病生活を送られておりましたが、この間旧研究室関係者

との面会は固辞されておられました。亡くなられる1週

間ほど前に、急に旧研究室関係者に会いたいとの希望を

述べられ、新村先生をはじめ旧教室関係者と面会されま

した。その後は、心安らかになられ、先生が大好きだっ

た椰子の実や夜の新宿をご家族と共に歌われ、ご家族に

見守られながら永眠されました。

私たち、同窓生は村越先生のようなよき師を得て、ま

ことに幸運でした。ここに感謝を申し上げ、心からご冥

福をお祈り申し上げます。

駿河台　習志野の野辺と　うつろえど
同窓の輪ぞ　永遠にと祈る

川萩
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村越善衛先生を偲んで
薬理学ユニット　教授 伊藤　芳久



（3号館2階321）
ファーマシューティカルコミュニケ

ーション学ユニットは、H18年4月に
新しくできたばかりの新しいお部屋で
す。薬剤師のコミュニケーション能力
の必要性が言われるようになり、6年
制のカリキュラムではコミュニケーシ
ョンが必修となりました。ファーマシ
ューティカルコミュニケーションとい
う言葉を始めて目にされる先輩方もい

らっしゃると思います。これは薬剤師が患者の薬物療法の
ケア（ファーマシューティカルケア）のプロセスのときに
とるすべてのコミュニケーションを指します。ですから、
患者や家族とのコミュニケーションだけでなく、医師や他
のスタッフとの信頼関係構築や情報の交換と討議における
コミュニケーションもファーマシューティカルコミュニケ
ーションと言っていいでしょう。このユニットではコミュ
ニケーションに関連する研究と、薬剤師のキャリアデザイ
ンに関しての研究もしています。まだ一人きりの部屋です
ので、お気軽に遊びにいらしください。 （井手口　記）

（3号館3階335）

桜薬会会員の皆様にはますますご健
勝のことお慶び申し上げます。
本ユニットは本年（平成18年）4月

に新設された研究ユニットで、少しず
つ研究室の体制を整えているところで
す。私事で恐縮ですが、4月に東北大
学大学院医学系研究科から赴任いたし
ました。これまで医薬品の開発研究、
精神疾患のモデル動物の解析、ヒトの

遺伝子多型解析など、専門である生化学、分子生物学を生
かし研究を行ってまいりました。本研究ユニットでは、「昆
虫共生菌ゲノムプロジェクト」を実施して参ります。この
プロジェクトは薬学研究所内に設置されたゲノム機能解析
センターのプロジェクト研究として独立行政法人農業生物
資源研究所の昆虫共生菌ゲノムプロジェクト特別研究室と
共同研究を行っています。多くの方々からご支援を頂き、
研究は少しずつ立ち上がっています。今までにない新しい
試みとして、昆虫に共生する微生物（共生菌）が生産する
全く新しい生理活性物質を探索します。昆虫の共生菌は、
昆虫のある特定の器官の細胞内に共生している微生物であ
り、昆虫の寿命、体長、色調、生殖、行動や病原菌の感染
性等をコントロールする物質を生産しています。これらの
物質の中には、新たな医薬や農薬として活用出来るものが
あると期待されます。本研究ユニットでも新たな医薬品に
つながる生理活性物質を見つけたいと考えております。

ゲノム創薬学ユニット

ファーマシューティカルコミュニケーション学ユニット 赴任にあたり、このような機会を与えていただいたこと
に感謝するとともに、研究ユニットの発展、さらに薬学教
育の6年制に寄与できるよう精一杯頑張りますので、ご指
導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。（小林　記）

（3号館1階311）

虫の音に秋の気配を感じられる季節となりましたが、卒
業生の皆様には益々ご活躍のことと思います。
研究室の近況をお知らせいたします。渡邊先生は、現在

薬学部次長として、大学運営に精力的に取り組まれていま
す。また、就職担当としても、学生の就職活動全般につい
て熱心に指導され、まさに八面六臂の活躍をされています。
小川先生は、真菌の分類に関する研究に取り組まれていま
すが、8月にはオーストラリア（ケアンズ）で行われた国
際菌学会議でその成果を発表されました。また、今年度か
らは生物学研究会の顧問として、サークル活動の指導にも
活躍されています。草間先生（今年度から助教授に昇格さ
れました）は、神経変性疾患に関する研究に取り組まれて
いますが、4月から大学院生（宮野君、山 さん、吉野さ
ん）が加わったこともあり、その研究指導に忙しい日々を
送られています。分子細胞生物学ユニット所属として初め
ての大学院生となる三人は、刻苦勉励の日々ですが、元気
に仲良く研究に取り組んでいます。私（須田）も彼らに刺
激を受けながら、教育研究に励んでおります。
今年度の卒業研究生は15名（男性4名、女性11名）が配

属されました。最近の傾向で女子学生の方が元気なのです
が、みんな仲良く研究や勉強に取り組んでいます。国家試
験の試験日が早まったこともあり、卒業研究ができる時間
が少なくなってしまったことが少し寂しく感じられますが、
忙しいスケジュールの中でみんな頑張っている様子です。
6年制がスタートし薬学は変革の時を迎えていますが、大
学や学生が卒業生の皆様にお世話になる機会が益々多くな
ってくると思います。今後とも、ご指導ご協力いただけま
すようよろしくお願い申し上げます。
最後になりましたが、皆様のご健康と益々のご活躍をお

祈り申し上げます。 （須田　記）

（3号館1階312）

桜薬会会員の皆様には益々ご活躍のこととお慶び申し上
げます。
皆様には、まず、たいへん悲しいお知らせをしなければ

なりません。日本大学名誉教授・村越善衛先生が平成18年
7月19日、軟口蓋がんのため、ご自宅でお亡くなりになり
ました。享年85歳でした。村越先生は、昭和35年日本大学
理工学部薬学科にご着任以来、平成3年にご退職になるま
で31年の長きにわたり私たちをご指導下さいました。また、
ご退任後も、ご体調の許す限り、2年に一度開催されてい

薬理学ユニット

分子細胞生物学ユニット
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研究室はユニット（前号2頁参照）に
呼称が変更されました



る薬理学ユニット同窓会には必ずご出席下さっておりまし
た。先生をお慕い申し上げる多くの同窓生の一部がご葬儀
に参列し、最後のお別れをいたしましたが、先生を失った
寂しさは、これから、折に触れて深まることと思います。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。
さて、薬理学ユニットの近況に移ります。教室員は3名

（伊藤教授、荒川助手、石毛）で、昨年と変わりなく、教
育・研究に勤しんでおります。昨年より、木原哲朗博士が
研究員として、また、小菅康弘氏が引き続き研究生として
在籍しております。本年3月には、製薬会社に勤務しなが
ら、博士後期課程で3年間、研鑽を積んだ阪田泰子さんが、
博士（薬学）を取得いたしました。成果の一端は、3月に
行われた日本薬理学会年会でも発表いたしました。阪田さ
んは4月からは研究員として当ユニットに所属しておりま
す。また、7名が博士前期課程を修了いたしました。7名
は、2年間、互いに切磋琢磨し、研究成果を上げて、3月に
行われた神経行動薬理若手研究者の集い（衣斐大祐君、長
田暢弘君）、日本薬理学会年会（衣斐大祐君、今井徹君、
長田暢弘君、小田哲朗君、島田早織さん）、日本薬学会年
会（石村淳君、今井徹君、大財朋博君、小田哲朗君、島田
早織さん）で発表いたしました。卒研生は12名が卒業いた
しましたが、うち、4名は本学の博士前期課程に進学し、4
月から当ユニットで研究活動に励んでいます。社会に巣立
った8名も、現在は、それぞれの道で頑張っていることと
思います。

4月には博士前期課程の4名に加え、今年度の卒業研究生
13名が配属になりました。7月31日、8月1日は、全員揃っ
て伊豆方面にバスで卒業研究旅行に行きました。観光スポ
ットでの散策に加え、茶碗作りへの挑戦や、アウトレット
での買い物、もちろん、夜遅くまでの懇親会と盛りだくさ
んの2日間でした。自分たちで作った茶碗が送られてきた
ら、それを使って、また、親睦を深める機会を持つことを
今から楽しみにしています。間もなく9月に入りますが、4
年生には充実した仕上げの時間を過ごしてほしいと思って
います。
最後になりましたが、会員の皆様のご健康とご活躍をお

祈り申し上げます。 （石毛　記）

（3号館1階314）

秋の気配が日に日に深まってまいりましたが、桜薬会会
員の皆様におかれましては益々ご活躍のこととお慶び申し
上げます。当研究ユニットの近況をお知らせ致します。
本年度入学生より薬学教育6年制がスタート致しました。

井口先生は1年生の早期体験実習の中心となり忙しい日々
を過ごされております。板垣先生、小林先生、私(元吉)も
井口先生のご指導の下、変わらず研究・教育に励んでおり
ます。
昨年度は卒業研究生14名が無事に卒業致しました。病院、

調剤薬局、ドラッグストア、進学など進路は様々ですが、
社会の一員として頑張っていることと思います。
さて本年度ですが、M2の萩原友和君に加え、川澄賢司

君が博士前期課程に進学し当ユニットの一員となりました。
とても対照的な二人ですが、それぞれの持ち味を活かして
研究だけでなく、頼れる先輩として卒研生たちをリードし
てくれております。
また卒業研究生ですが、本年度は16名（男性2名、女性

14名）が配属されました。さっそく6月3、4日には那須高
原へ卒業研究旅行に行って参りました。ほとんどの学生が
病院実習を終えたばかりで疲れていたのか、それとも顔を
合わせて日が浅いため緊張していたのか、集合場所ではと
ても大人しい印象でした。ホテルに到着してすぐに卓球大
会が開催されました。クジ引きによりペアを組んでの総当
たり戦で、熱戦に次ぐ熱戦が繰り広げられた結果、優勝し
たのはもちろん(?)井口先生ペアでした。その後も宴会でゲ
ームをしたり、翌日はパターゴルフをしたりと、かなりア
クティブな旅行になりました。大人しく消極的に見えた印
象とは違い、イベントを企画し準備から片付けまで全て自
分たちで行うことが出来る行動力を持っているようです。
旅行を通してお互いの親睦が深められたようで、前期だけ
でも数回のイベントが行われました。
後期に入り卒業研究や演習講義も本格化して参りました。

ごく限られた時間ではありますが、研究や勉強においても
積極性や実行力を遺憾なく発揮して、目的に向かって物事
を押し進めるプロセスを身に付けられれば良いと思います。
そして、来春には全員が揃って吉報を手にして欲しいと願
っております。
末筆ではございますが、会員の皆様のご健康とご活躍を

心よりお祈り申し上げます。 （元吉　記）

微生物学ユニット
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（3号館1階315）

桜薬会会員の皆様におかれましては各方面で御活躍のこ
ととお慶び申し上げます。機能形態学ユニットの近況をお
知らせ致します。
昨年度に配属された四年生（実験組13名、演習組1名）

14名は卒業試験に無事全員が合格し、それぞれの進路へと
巣立っていきました。社会人として病院や調剤薬局で働い
ている人、来年の国家試験に向けて勉強に励んでいる人、
皆様の今後のご活躍に期待しております。
平成18年度も本研究室は教員4名（草間教授、木澤助教

授、齋藤助手、益子）に博士後期課程3年1名、博士前期課
程2年5名及び1年4名の大学院生を加え、教育・研究活動に
日夜励んでいます。さらに今年度は15名（実験組12名、演
習組3名）の個性溢れる四年生が配属され、4月から実験組
は卒業研究の実験が始まり、研究室が賑やかになっていま
す。短い期間ですが、研究を大いに満喫してもらえればと
思います。8月初めには日光へ1泊2日で研究室旅行に行き
ました。1日目は日光東照宮や華厳の滝を見学しました。
ユネスコ世界遺産に指定され、国宝・重要文化財がオンパ
レードの社殿群を拝観して、390年余りの時を経てなお失
わない美麗で端厳な佇まいに改めて感嘆しました。筆者個
人としては、神厩舎の三猿の彫刻（見ざる・言わざる・聞
かざる）を見たことと日光東照宮の御朱印が頂けたので大
満足しています。また、エレベーターで滝壺近くまで降り
た観瀑台からの華厳の滝は壮観でした。夜は花火やお決ま
り!?の宴会（親睦会かな？）で大いに盛り上がりました。
そのまま徹夜した人もいたような……。また翌日には日光
江戸村で、真田幸村を題材にした忍者劇や北町奉行所を舞
台とした女ねずみの寸劇を楽しみました。教員、大学院生、
卒研生を問わず、研究室旅行で親睦を深めたようで、残り
の研究室生活もこの勢いで乗り切ってくれそうです。さら
に今年も数人の大学院進学予定者がいるので、今後大いに
研究室を盛り上げてくれることでしょう。

6年制教育が始まり、薬学をとりまく環境も非常に厳し
い状況ではありますが、校友諸兄姉におかれましては今後
とも御指導、御鞭撻の程宜しくお願い致します。最後にな
りましたが、会員の皆様の御健康と御活躍をお祈り申し上
げます。 (益子　記)

機能形態学ユニット （3号館2階321）

朝夕の涼風や虫の音から秋の気配が感じられる今日この
頃、桜薬会会員の皆様におかれましては、各方面でご活躍
のこととお慶び申し上げます。
当ユニットの近況についてお知らせいたします。現在の

スタッフは、安西教授、小林助教授、大橋の3名で教育・
研究に励んでおります。皆様もご存知のように、安西先生
は学部長に再任され、学内外で益々多忙な日々を送られて
います。大学院生は、博士後期課程3年1名、2年1名、博士
前期課程2年2名、1年1名の計5名が在籍し、実験・研究を
進めております。
本年度の卒業研究生は13名で（男性4名、女性9名）、春

休みから卒業研究を始めています。病院・薬局実習もあ
り、全員が揃って実験という姿はなかなか見られませんが、
それぞれの実習場所で有意義な体験をしていることと思い
ます。今年は日程がなかなかあわず、卒研旅行にいくのは
難しいようですが、それに代わって秋にはバーベキューを
行う計画を立てているようです。これから後期に入り、卒
業研究そして卒業論文を作成し、卒業試験そして国家試験
の勉強に励まなくてはなりません。そのため、今まで以上
に奮闘の日々を送ることになるでしょうが、来春には全員
揃って卒業をして、国家試験に合格し、社会にでることを
願っております。
末筆ではございますが、皆様のご健康とご活躍をお祈り

申し上げます。 （大橋　記）

（3号館2階324）

桜薬会会員の皆様には益々ご健勝のこととお慶び申し上
げます。
衛生化学ユニットは、昨年度から学部組織が部門制を取

り入れたことに伴い、本年度、教員の異動がありました。
立川眞理子先生が助教授として環境衛生学ユニットに移り、
衛生化学は榛葉繁紀先生が助教授に昇格しました。現在の
教員スタッフは、手塚教授、榛葉助教授、渡邊雅紀助手の
3名です。大学院生は、3月に博士後期課程1名、博士前期
課程2名の修了生を社会に送り出しました。博士後期課程
修了の和田平君は、米国ピッツバーグ大学のCenter for
Pharmacogeneticsへポスドクとして留学しました。博士前
期課程修了の石井、山本の二人は病院薬剤師として就職し
ました。4月からは、博士後期課程3年の林充昭君、博士前
期課程2年の井出康昭、篠崎真紀子、名塚典昭、1年の小林
宗博君と、学部4年生12名（女性5名、男性7名）を迎えて
教育研究に充実した日々を送っています。榛葉先生がProc.
Natl. Acad. Sci. USAに投稿発表した時計遺伝子BMAL1と
肥満とのかかわりに関する論文は、マスメディアに取り上
げられてNHKのサイエンスゼロ等で紹介されました。現在
さらに研究を推し進めています。
本年度の卒業研究旅行は、例年通り4年生の企画立案に

より、貸し切りバスで水上温泉に出かけ、渓流でキャニオ
ニングを経験し、松の井ホテルに宿泊、宴会、花火等を楽
しみ、教員と学生との親睦を深め、2日目は谷川岳ロープ
ウエイ（利用者は1名）、ブルーベリー狩りをして帰校しま

衛生化学ユニット

生化学ユニット
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した。4年生は4週間の病院実習と2週間の薬局実習をほぼ
終了し、実験研究とともに国家試験の勉強に取り掛かって
います。この2年間は、国家試験合格率が低迷しています
ので、4年生には何が何でも合格を勝ち取ってもらうべく、
学部を挙げてできる限りの対策を講じています。
学生の就職に関する状況は、年々厳しさを増すことは眼

に見えています。桜薬会会員諸兄姉には、後輩の就職、社
会参加等について絶大なご支援、ご鞭撻を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。 （手塚　記）

（3号館2階325）

桜薬会会員の皆様におかれましては、各方面において
益々ご活躍のこととお喜び申し上げます。
昨年10月より、衛生化学ユニットの立川眞理子助教授が

当研究ユニットの一員に加わり、スタッフ一同気持ちを新
たに、研究・教育に励んでおります。
また、立川先生と共に衛生化学ユニットより移籍された

修士課程2年の天野佳世子さん、修士課程1年の西山耕太郎
さん、さらに、社会人大学院修士課程2年の浦野　敦さん
と併せ3名の大学院生が在籍しております。浦野さん、天
野さんは2年目を迎え、集大成となる修士論文の完成に向
けて、日々研究に励んでおります。
平成18年度の卒業研究生は14名（男性3名、女性11名）

が配属されました。皆それぞれ、限られた卒業研究期間の
中で時間を有効に使い、卒業試験合格そして、国家試験合
格という目標に向かい、研究・勉学に勤しんでいます。

7月には、卒業研究生により企画されていた長瀞への旅
行が、悪天候の為ボーリング大会に変更になりました。こ
のボーリング大会では、チーム戦だった事もあり、全体の
親睦がより一層深まったように思います。
最後となりましたが、桜薬会会員の皆様のご健康と益々

のご活躍を祈念いたします。 （溝井　記）

（5号館2階525）

4月から待望の助手として、明治薬科大学大学院修士課
程出身の松原秀樹博士が着任致しました。氏は大学院修了
後、日本ペイントで地衣類の生理活性物質の研究をされて
いましたが、会社の医療部門撤退で退職され、その後クオ
ール株式会社で薬剤師として6年の実務経験を持つ大学に

セルフメディケーション学ユニット

環境衛生学ユニット

とって将来を期待されています．着任早速ですが、助手と
してまた新任としては異例な4委員会の委員を委嘱されて
活躍しています。
昨年度の卒業研究生2名（男子）は、無事卒業し国家試

験も合格し初めての卒研生としては上出来でした．また、
高村君は、秋のセルフメディケーション学会で卒業研究を
中心に発表する予定です。今年度の卒研生は、打って変っ
て女性4名と華やかになりました。現在、病院・薬局実習
も終了し、卒業研究や国試対策の勉強に打ち込んでいます。
大学院博士前期課程社会人コースの小川光一氏は、卒研生
とも打ち解けて仲良く頑張っています。9月からは、この
夏に瀋陽薬科大学博士課程を修了された孫　奕 (Sun Yi) 博
士が研究員として、また本学大学院修士課程の一期生の劉
素延 (Yu So-Yeon)氏が研究生として、ユニットの一員とな
りました。写真は、9月現在のオールスターキャストです。
昨年の日本大学生涯学習春期公開講座「漢方薬とはなに

か」は、大変好評でその続編として秋期公開講座「漢方薬
とサプリメント」(http://www.nihon-u.ac.jp/shougai/ichi-
ran6.htm) を9月下旬から6回の講演を日本大学生涯学習セ
ンターで行っています。
私安川は、2月に海外派遣研究員として、一ヶ月ほど韓

国中央大學校薬學大學の薬用植物学研究室に滞在しました。
日本と韓国の一般用医薬品と健康食品等を使用したセルフ
メディケーションを比較検討しました．韓国は，医薬分業
百パーセント、健康食品の完全GMP化，欧州植物医薬品
を同様に扱う（日本では食品）等、日本が学ぶべき点が多
数ありましたが、他の機会に発表したいと考えています。
研究活動の一環と致しまして、Science Publishers発行

の「Biomaterials from Aquatic and Terrestrial Organisms」
に「Anti-inflammatory and Antiallergic Properties of
Triterpenoids from Plants」を執筆する機会を得、今年の6
月に発刊されました。
日本薬剤師会の「薬剤師業務に関する特別委員会」委員

を引き続き来年度までお引き受けすることになりました。
医薬品販売における登録販売者制度の実行において、本制
度が施行されると、医薬品の販売は薬剤師と登録販売者し
か出来なくなります．今後の医薬品販売制度について、3
月に城西国際大学薬学部との共催で、公開シンポジウムを
開催すべく準備を進めています。
今後、ホームページ (http://self-medication.pha.nihon-

u.ac.jp) にユニットのスケジュール、研究内容，研究業績、
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社会活動、国家試験練習問題、関連リンク先を掲載してい
ますので、是非、一度アクセスして下さい。今後、一般用
医薬品・サプリメント等、皆様の疑問にお答えしていきた
いと考えています。ご質問が御座いましたら、ご遠慮無く
メール等でお送り下さい。
末筆ながら、卒業生の皆様のご健勝をお祈り申し上げま

すと共に、ご指導ご鞭撻をお願い申し上げます。
（安川　記）

（5号館3階535）

桜薬会会員の皆様にはご健勝にてお過ごしのこととお喜
び申し上げます。
薬事管理学ユニットでは、永年にわたり研究室の発展に

ご尽力いただきました亀井美和子先生が平成18年4月1日よ
り昭和大学薬学部（社会薬学研究室）の教授に就任されま
した。
また、2年間にわたり研究室に多大なご貢献をいただき

ました濃沼政美先生は、同じく4月1日より病院薬学ユニッ
ト（中村均教授）に異動となり、薬剤師実務教育の充実・
強化のためにご活躍をされております。濃沼先生の後任と
して4月より、わたくし詫間浩樹がご縁をいただき助手に
就任いたしました。まだまだ未熟者ですが微力ながら皆様
のお役にたてましたら幸いに存じます。
また、7月1日より亀井先生の後任として、泉澤恵先生が

東京薬科大学から専任講師として着任されております。す
でに、亀井先生がご担当されていた後期の授業を引き継い
で準備に尽力されております。
今年度は、大学院博士前期課程13名（うち社会人8名）、

後期課程4名（すべて社会人）、卒業研究生12名、研究員3
名、研究生3名の皆さんが在籍されております。卒業研究
生（男子4名、女子8名）は、今年も各自が興味を持ったテ
ーマを自分で研究計画をたて調査、分析をしております。
また、医療機関でのインタビューなど積極的なフィールド
ワークも行うなどに皆が熱心に取り組んでおります。

6～7月にかけては、当ユニットが医療薬学社会人コース
の社会薬学特論などの講義を担当し、白神誠教授のほか、
多くの著名な先生方にご登壇いただき、亀井先生にも演習
講義を受け持っていただきました。

7月29日のオープンキャンパスでは、教員・院生・学生

薬事管理学ユニット

が力を合わせて無事に終えることが出来ました。まず、研
究室の廊下の壁には、当ユニットの社会人、卒業生の皆様
方の職場にご協力いただき、「薬剤師にはいろんな活躍の
場があります！」というポスター（写真参照）を作成しま
した。また、大学院生がビデオカメラを片手に職場を訪問
してきました。その成果も4年生の土屋寛典君らの編集に
より上映することができ、好評を博しました。50名を超す
高校生・父母の皆さんにご訪問いただきました。これから
6年制の薬学部に入学を予定されている皆様に今後の将来
に関し具体化してお話ししたため、少しでも興味を持って
いただけたように思います。

8月初旬には、九十九里浜のログコテージを貸し切って1
泊2日の卒業研究旅行を開催しました。4年生の旅行係の活
躍によりバーベキューや花火などで盛り上がりました。献
身的な白神教授の絶妙な焼き加減の美味なバーベキューの
数々を学生さんたちが堪能していたのが印象的でした。
研究面では、7月23日には鈴木薫君が千葉県薬剤師学術大
会で「一般用医薬品の規制緩和により起こり得る消費者へ
のリスクと対策」について口頭発表を行いました。また、
9月に徳島で行われる日本社会薬学会、10月に行われる日
本医療薬学会でも学生、院生、卒業生が活発に学会発表を
予定しております。
最後になりましたが、皆様方の今後の益々のご健康とご

活躍を祈念しております。 （詫間　記）

（6号館1階616）

桜薬会会員の皆様におかれましては、各方面において
益々ご活躍のこととお慶び申し上げます。
健康・スポーツ科学ユニットの近況についてお知らせい

たします。研究室員は昨年より相変わらず、松原助教授と
私、西川の2名で教育と研究に励んでおります。
学校行事のお手伝いとして、本年度よりスポーツ教室ア

ーチェリー（6月22日）とゴルフ（8月1～2日）を開講しま
した。初年度ということもあり、募集定員を満員にはでき
ませんでしたが、参加して頂きました学生さんには2つの
スポーツ教室共に好評でした。写真は8月に千葉県多古町
のアコーディアゴルフガーデンで行われたゴルフ教室のも
のです。アーチェリー、ゴルフ共に生涯スポーツとして現
在普及しておりますが普段はなかなかできない種目です。

健康・スポーツ科学ユニット
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これをきっかけにスポーツを通して将来の健康づくりに役
立てて頂ければ幸いに存じます。
現在、後期授業の準備と9月24日から行われる日本体力

医学会の研究発表の資料まとめで多忙な日々を過ごしてお
ります。11月下旬から12月上旬には保健体育学研究室の同
窓会も開催したいと思いますので同窓生の皆様宜しくお願
い致します。
最後になりましたが、会員皆様のご健康とご活躍をお祈

り申し上げます。 （西川　記）

（6号館4階645）

例年にない記録的な暑さが続いた夏も終わり、ようやく
過ごしやすい季節となりました。桜薬会会員の皆様におか
れましては、各方面において益々のご活躍のこととお慶び
申し上げます。
本年度から部門制となり、研究室名も「臨床医学ユニッ

ト」と変更になりました。思えば初めは卒研生配属も無
く、鈴木先生と二名だけで「臨床薬学研究室」が始まり、
「臨床医学研究室」、さらには「臨床医学ユニット」と改名
するに従い、スタッフ、大学院生、卒研生、研究員が増え
ていき、大所帯になってきたものの、やはり研究室名が変
わるのは寂しい気もします。
当研究室の近況をお知らせ致します。昨年度卒業致しま

した院生1名は無事病院に就職が決まり、卒研生も12名
（企業3名、病院2名（大学病院1名、公立病院1名）、薬局2
名、進学5名(本学4名、他大学1名)）が無事卒業することが
出来ました。就職におきましては、各方面の諸先輩方に大
変お世話になりました。この場をお借りして、御礼申し上
げます。
本年度は院生11名（D2(社会人)：1名、D1(社会人)：1名、

M2：7名、M1：2名）、研究生2名が在籍し、卒研生は13名
（男性6名、女性7名）が配属され、スタッフを入れると総
勢30名の大所帯となり、日々賑やかに過ごしております。
4月には卒研生との顔合わせを兼ねた、卒研コンパを開催
しました。さらに9月22日には一泊二日で河口湖、富士急
ハイランドを巡り、有意義な2日間を過ごすことができ、教
員を初め院生、卒研生共々、互いに親睦を深める事が出来
たと思います。現在は3月から始めた卒業研究も本格化し、
卒業論文作成にむけて一生懸命がんばっています。そして

臨床医学ユニット

卒業試験・国家試験の勉強に励んでもらい、来春には全員
そろって卒業をし、合格できることを願っています。
今年度も就職状況が厳しいものとなっております。諸先

輩方のお力添えをよろしくお願い申し上げます。
末尾ではございますが、桜薬会会員の皆様の御健康とよ

り一層のご活躍をお祈り申しあげます。 （浅見　記）

（6号館4階649）

暑い夏もやっと終わり、ようやく過ごしやすい季節とな
りました。桜薬会会員の皆様におかれましては、ご健勝に
てお過ごしのこととお慶び申し上げます。病院薬学ユニッ
トは、平成17年度に新たに開設された研究ユニットという
こともあり、昨年度は中村教授1名の研究ユニットであり
ました。しかし平成18年度からは、薬事管理学ユニットよ
り助手1名（筆者：濃沼）を部内異動で迎え入れ、現在は
教員2名で運営しております。それに伴い研究テーマも、
「医療薬学的検証による調剤工程の確立」や「医薬品に起
因した医療事故の発生要因の解析」など科学的に調剤業務
を検証する研究を核としつつも、多変量解析やテキストマ
イニングを用いた臨床研究手法の開発や、6年制に向けた
実務教育のあり方など徐々に研究分野も拡大しております。
また本年度より卒業研究生も受け入れることとなり、4名
の男子学生が配属されております。卒業研究生の研究テー
マは、「腎障害患者に対する抗菌剤やH2ブロッカーの適正
使用に関する研究」や「チーム医療における薬剤師の役
割」であり、昨年度から卒業研究の締め切り期日が早まっ
たことから、皆夏休み中も頑張っておりました。
ところで去る7月23日（日）、「ぱ・る・るプラザ千葉」

において千葉薬剤師フォーラム2006が開催され、中村教授
がシンポジストとして「大学における医療人としての薬剤
師教育……実務教員の役割」を演題に発表されました。こ
の中で、大学におけるセーフティマネージャーとしての薬
剤師教育には、1. 初期教育の徹底、2. 特に注意する薬剤の
認識、3. 代表的処方実例による適切な処方鑑査の実践、4.
調剤ミスの怖さの認識、5. 緊張感ある実習の実施の、5項
目が重要であると述べました。また今後、実務実習（事前
実習）において不可欠な存在である実務家教員は、医療の
現場と同様の、より緊張感のある実習を行っていくべきで
あると述べました。
また8月の約1ヶ月間、濃沼が日本大学海外派遣研究員

（短期B）としてワシントン州薬剤師会（Washington State
Pharmacy Association）に出張しておりました。研究内容
は「米国における薬剤師実務実習の実態を踏まえた6年制
実務教育プログラムの構築に関する調査研究」であり、今
回得られた研究成果を今後の教育や研究面に反映させるこ
とが当面の課題であります。
本年度から薬学6年制がいよいよ開始されました。6年制

教育では約半年間の実務実習が義務化され、現場で実務に
携わっておられます諸先輩方には、今後も多くのお力添え
を頂くことになろうかと思われます。ご指導ご鞭撻の程、
宜しくお願い致します。末筆となりましたが、桜薬会会員
の皆様のご健康と益々のご活躍をお祈り申し上げます。

（濃沼　記）

病院薬学ユニット
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平成18年4月22日想い出深い”山の上ホテル“にて、来
賓に安西薬学部長、山内桜薬会長そして多くの恩師の先生
方のご臨席を頂き総勢54名の同僚で卒後50年を祝いまし
た。会の始めに入学以来鬼籍に入られた32名の同僚の冥福
を祈りました。我々一期生が最も関心を持っている我が薬
学部の50年後及び今年から始まった薬学教育6年生の将来
がどの様に変貌するのかを安西学部長にお伺いして、入学

当初薬学科自前の校舎が何時もてるので有ろうかとの想い
が、既に素晴らしい薬学部キャンバスが出来年々充実され
て行く姿の説明を受け感慨深いものがありました。
卒後50年の節目を迎えた我々一期生、今日の素晴らしい

一日の思い出と日本大学薬学部の誇りを胸に秘めて充実し
た余生を大事に送って行きたいと考えているのが今日この
頃です。 (１期生幹事　原田貞亮)
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桜 の 木 の 下 で
日本大学工学部薬学科１期生卒後50年記念同期会報告

６期クラス会熱海旅行

平成18年6月17日今年も6期生の皆さん16名と熱海旅行に
行ってきました。
当日は東京駅９時15分発の快速アクティに乗車し、12人

用のグリーン車の1階席を確保し、途中昼食のため下車す
る真鶴までの約2時間は町田君（旧姓谷浦）から頂いた日
本酒と持ち込みのビールを飲みながら楽しく過ごすことが
できました。真鶴岬での昼食は高台にある和みの「たかう

ら」で会席料理をすばらしい景色を見ながらいただきまし
た。熱海の宿泊はニューフジヤホテル、今年で3回目とな
りますが、経営者が変わり宿泊費を安くしたためか過去2
回に比べ、大変混雑しており、落ち着かない雰囲気でし
た。夕食までの時間は、それぞれゆっくり露天風呂に浸か
り、爽快な気分で熱海の海に浮かぶ初島を眺めたり、カラ
オケルームで昔の歌を歌ったりするなど大いに盛り上がり
ました。
夕食は、広い宴会場で美味しい料理を食べ、同期の皆と

心置きなく語り合うことができました。その後は全員が二
次会会場に移り美味しい酒を酌み交わしながら楽しい時間
を過ごしました。

18日は熱海から横浜中華街に場所を移し、新しく参加し
た5名の女性陣を加え、中華のフルコースを堪能しました。
今回も充実した同期の集まりになり、参加の皆からは今

後も続けるよう要望が出ていました。今回参加できなかっ
た方も一度は是非出席されるようお誘いします。

（文責：松島）



私たち27期は、6月25日（日）にフォーシーズンズホテ
ル椿山荘東京に於いて『53年入学または57年卒業の同期
会』を開催いたしましたので、ご報告申し上げます。
当日は、同期80名、北は北海道・青森から西は広島まで

全国から集まり、恩師の先生方12名のご出席を賜わりまし
た。桜薬会会長山内先生の大学の近況報告、沢村先生の乾
杯のご発声と、すっかり学生時代に戻り時間が経つのも忘
れて、旧交を温めることができました。2次会3次会とお付

き合いいただき安川先生ありがとうございました。卒後24
年で『最初で最後の同期会』と言ってお誘いしたのですが、
帰りの際には、「次回はいつ、幹事は誰がやるの」とか話
も出ておりました。また何年か後に開催できれば良いなぁ
と思っております。
最後に、お忙しい中、ご出席いただきました先生方、渡

辺さん（旧姓：青山）はじめご協力いただきました幹事の
皆様に感謝申し上げます。 （代表幹事　湯川仁）
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27期同期会報告

15期36周年クラス会

平成18年7月2日（日）13:00~16:00お茶の水の東京ガー
デンパレスにおいて15期生36周年クラス会が開催された。
参加者総勢73名。ご来賓としてお越しいただいた、沢村良
二先生、山内盛先生（薬学部校友会会長）、杉井篤先生、
宮尾利政先生、入部和夫先生、外山美代子先生、陶山順子
先生、木村由美子先生を15期幹事長の黒河内雅夫君の誘導
と司会の伊藤正規君の合図により、65名の拍手喝采で会場
にお迎した。
代表幹事の深瀬善弘君の開会の挨拶、来賓の沢村先生の
お言葉、山内校友会会長のお言葉と続いて学生時代のモー
ドに入りました。吉野信次君の乾杯の音頭で開宴。ご来賓
の恩師全員による懐かしいお話、日大紛争時の授業、近況
等のお言葉で、会場は和やか青春モードに入りました。母
校の教職についている草間貞君から日大薬学部の現況、道
祖土勝彦君から研究の現況等の報告があり、続いて、同期
一人一人の近況報告が行われた。前回のクラス会の写真、
グループ写真、学生時代の思い出、親子で・夫婦で・薬剤
師、生涯現役、悠々自適、お茶の水の今昔、ビートルズの
武道館公演、単身赴任、前日からの宿泊グループ、世界で
１人薬剤師のJAL機長等様々な話題をサカナに、料理、飲

み物にも満足し、３時間と言う
時間が過ぎるのも忘れて、青春
時代のパワーを感じとったようで
す。世話人幹事伊藤幸夫による
閉会の挨拶後、記念写真は内垣
節夫君の撮影の腕に委ねた。写
真から、出席者の満足そうな笑
顔がうかがえます。
その後、直ちに２次会に直行。

山内盛先生を交え、参加者の９割以上と２次会からの参加
者もお茶の水の居酒屋プラザで合流。16:30 本吉義博君の
音頭で再び乾杯、さらに、各テーブルでも乾杯ラッシュで
おおいに話が弾んだ。各テーブルはワイワイ、ザワザワで
歓談というより騒音状態。山形からきた庄司健一君のサク
ランボの差し入れが盛り上がりに拍車をかけ、あっという
間に２時間が過ぎた。森孝之君の中締めと３次会の案内と
延々に続いたクラス会で、学生時代のパワーを一段と呼び
戻したようです。
尽力していただいた沢山の同期の友情を感じ、若かった
頃の元気エネルギーを充電したクラス会でした。同期の友
情、絆、元気の素です。
クラス会発起人：深瀬善弘、黒河内雅夫、伊藤幸夫、森孝
之、本吉義博、本吉（谷本）純子、黒河内（佐藤）泉、林
田重邦、吉野信次、伊藤正規、長谷川豐秋、塩崎（久保）
恵美子、岡（井上）民子、草間貞、田村（井口）光恵、道
祖土勝彦、井坂真人、後藤充良、内垣節夫、太田隆文、月
村正史、木下（浦野）一子、星野（野田）素子、林（黒崎）
清美、五十嵐（渡部）好子、須永（清水）慶子、内田仁

（世話人幹事　伊藤幸夫記）



平成18年7月9日（日）、アルカディア市ヶ谷において小川
尚武先生の退任記念祝賀会が先生ご夫妻のご出席のもと、
大学関係者、卒業生など100名を超えるご出席を戴き盛大
に開催されました。
始めに発起人を代表して薬品物理化学同窓会（薫会）会

長の静谷隆吉氏から挨拶があり、続いて先生の恩師である

杉井 篤熊本大学名誉教授からご祝辞を戴いた後、卒業生
の薬樹（株）社長小森雄太氏による乾杯のご発声により歓談
に入りました。暫くぶりの再会で先生と話が弾む人、先生
ご夫妻と写真を撮る人など終始和やかに祝賀会が進行しま
した。祝宴には歌手を呼び、小川先生が大好きな伊東ゆか
りの歌を披露してもらい、先生も大変嬉しそうでした。
会も終わりに近づいた頃、先生の最後の卒研生である植

田千花さんと大島朋子さんより花束の贈呈が、先生と薬学
科時代に同期であった小瀬駿介氏より記念品の贈呈があり
ました。そして、小川先生より感謝の言葉が述べられた
後、拍手をもって先生ご夫妻をお送りし、祝賀会は無事閉
会となりました。このように多くの方々のご参加とご祝意
を戴き、盛会裡に退任記念祝賀会を開催することができま
したことをご報告するとともに御礼申し上げます。
小川先生の永年のご苦労とご恩に感謝するとともに益々

のご発展とご多幸をお祈りします。
小川尚武教授退任記念祝賀会　発起人一同
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小川尚武教授退任記念祝賀会

日本大学理工学部薬学科第31期同窓会

去る平成18年８月６日に、お茶の水の東京ガーデンパレ
スにて、第31期の同窓会を卒業後初めて開催いたしました。
開催のきっかけは、昨年６月に私（今回代表幹事を務め

ることになった尾形）が国立医療科学院に５週間程研修に
行った際、同窓生10名が集まり、その中で「卒業後20年を
迎えるにあたり、同窓会をやろう！」という意見が出たこ
とでした。その10名が発起人となり、約１年を費やし、校
友会事務局の御協力も得ながら同窓生の連絡先を探し出し、
本年５月末に開催の案内をすることができました。
卒業後20年を経ての開催案内だったため、いったい何人
位が参加してくれるのだろうという幹事の不安の中、開催
日が近づくにつれ、出席のはがきが毎日のように戻ってき
ました。最終的には74名同窓生と６名の恩師の御参加をい
ただくことができました。お忙しい中御参加いただいた先
生方は、澤村良二先生、滝戸道夫先生、中村健先生、長谷
川明先生、山内盛先生、渡辺和子先生です。また、御案内
をすることができた22名もの先生方から、近況や励ましの
お便りをいただくことができましたことも、同窓生にとっ
てこの上ない喜びとなりました。
当日は、午後13時から開催だというのに、10時頃から同

窓生が集まりはじめ、歓談の中準備をいたしました。
会は、澤村先生にごあいさつをいただいた後、一番遠くか

ら参加してくれた同窓生の斎籐知恵（旧姓：三輪）さんの
乾杯の発声で始まりました。斎籐さんは、なんとロシアは
モスクワからの参加です。
会場のあちこちに歓談の輪ができ、にぎやかに20年前に

タイムスリップして行きました。不思議なことに20年の歳
月をほとんど感じさせず、何の違和感もないままの時が流
れました。
会の途中で実施した、幹事が企画したお土産交換会も盛

り上がりを見せました。これは、全国各地から集まる同窓
生に、あらかじめご当地自慢の品を持ち寄ってもらい、番
号くじで交換会を行うものです。
集合写真は、会場の都合で一度には撮れず、２つに分け

て撮ることになりました。
同窓会は、予定していた３時間があっという間流れて終

了となりました。すかっり学生に戻った30数名が二次会会
場に流れ込み、夜遅くまで歓談の輪は続きました。
我が31期の仲間は、全国各地で薬剤師として第一線で活

躍していることが確認され、とても心強く思いました。
最後に、参加してくれた同窓生と先生方に厚く御礼を申

し上げます。４年後、サッカーワールドカップが終わった
頃、約束どおり一通の案内が届くはずです。それまでお元
気で。ありがとうございました。 （代表幹事　尾形眞一）



9月2日、秋とは名ばかりのまだまだ残暑の厳しい中、薬
学科11期生の卒業40周年記念同期会を帝国ホテルにおいて、
校友会会長の山内　盛先生、澤村良二先生、滝戸道夫先
生、小山　隆先生、宮尾利政先生、そして卒業後はじめて
の杉井　篤先生のご来席を賜り、総勢59名の参加者のも
と、盛大に開催することができました。
山内先生より、日本大学薬学部の現況、校友会のこれか

らの活動のあり方などをお話頂き、又諸
先生方からは、私共が還暦を過ぎてから
いかに有意義に過ごしたらよいか、体験
を通してお話頂くなど、大変参考になり、
又心に残るものでありました。そして、
このような同期会、同窓会に出席される
ことが、御高齢の先生方にとりましてい
つまでも元気を保ち生き甲斐となられて
いらっしゃるように思われました。今後
も先生方のお元気なお姿をいつまでも拝
見出来ますよう、同期会は出来るだけ継
続していかねばならないと思いました。

灰原義夫君の乾杯の後、先生方を囲み大いに話に花を咲
かせ40年の歳月の移り変わりの中、心は若やいで楽しい一
時を過ごすことが出来ました。
先生方にはご多忙の中ご出席いただきましたことに感謝

致しますと共に、これからもお元気にお過ごし頂けますよ
う、又今回欠席された方々には、是非次会はお逢いしたく、
幹事一同楽しみにしております。 （代表幹事　鈴木鎮世）
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日本大学理工学部薬学科11期生卒業40周年記念同期会

薬学部ニュース
『6年制薬学教育と2号館改築・8号館の新築について』

日本大学薬学部臨床医学ユニット教授（広報担当）鈴木　孝

本学薬学部は、創設以来50年を越える歴史を持ち、1万
名を越える卒業生を社会に輩出してきました。これらの卒
業生が社会でそれぞれの重責を担い、多方面にわたる領域
で活躍されていることは、私が言うまでもないことだと思
います。
一方、近年、社会情勢の急速な変化や医療の高度化の中

で、薬学教育にも抜本的な改革が求められ、平成18年度か
ら修業年限が6年に延長されました。本学部も、平成18年
度から、薬学科・生物薬学科の2学科から成る4年制課程は
設置せず、定員240名の薬学科のみの「臨床に係る実践的
な能力を培うことを主たる目的」とした6年制課程に生ま
れ変わりました。

6年制課程では、より高い専門性と技能を備えた薬剤師
を養成するとともに、人の健康と医療の向上に貢献する人
材の育成を目指しています。このために、全薬科大学に共
通な薬学教育モデル・コアカリキュラムを基本として、「知
識」教育に加えて、小グループによる討論をしながら学ぶ
「態度」教育、さらに、実習における「技能」教育を重視
しています。また、低学年より薬学や薬剤師へのモチべー
ションの向上を図る目的で、早期体験実習（病院、保険薬
局、養護施設、介護施設、企業の研究所、検疫施設などに
出かけ、現場の仕事を実際に体験してみる実習）を必修科
目としています。さらに、医療人としてのコミュニケーシ
ョン能力を養うための教育科目を取り入れたり、質の高い

薬剤師を養成のために、基礎薬学分野の充実、関連分野を
体系的に組み込んだ統合型授業の導入、応用的な専門知識
を取得するためのアドバンス科目を設置しています。これ
らの教育効果の充実と学生生活向上のために、新たに自習
室と食堂を兼ね備えた新2号館が完成しました（平成18年5
月竣工）。来校の際には、ご覧になると良いと思います。
また、6年制課程においては、長期の実務実習が必須と

なります。実務実習（5年次以降に、それぞれ2.5ヵ月から
なる病院実習（本学医学部付属病院や医学部関連病院など）
と保険薬局実習を行う）に行く前の事前実習（約1ヵ月）
を学内に新設される8号館（平成19年2月竣工予定）で模擬
薬局、模擬病棟、模擬診察室などを使って学ぶことになり
ます。さらに、8号館には、定員増に伴なって、288名収容
の4教室からなる講義棟と広い自習室が準備されます。
以上の新施設を使って、新生6年制薬学部は、新たな目

標に向かって前進を続けています。

8号館完成予想図

2号館内部風景



前号でお知らせした日本大学生涯学習センターの秋期講
座（27講座）の大部分はすでに開講されております。ホー
ムページをご覧になった方には意味がないお知らせとは思
いますが、これから始まる講座もあります。意識の改革に
受講されては如何でしょうか。OBの受講料は2割引です。
薬学部で受け持った「漢方薬とサプリメント～病気の治療
と予防～」は終了してしまいましたが、「創薬とイノベー
ション～新薬を求めて～」はこれから始まります。詳細は
上記ホームページを見て下さい。

「万葉集の愛と自然」

10月31日～11月28日
毎週火曜日　午後3時～午後4時30分

「連句を楽しむ」

11月8日～12月6日
毎週水曜日　午後7時～午後8時30分

「遥かなる大地・アフリカ

～苦悩の向こうに曙光は指すか～」

10月30日～11月27日
毎週月曜日　午後1時～午後2時30分

「法律と心のかかわり

～心理・教育・文化との交錯の中で～」

11月11日～12月9日（11月18日は除く）
毎週土曜日　午後1時～午後2時30分

「宇宙の神秘にせまる」

11月11日～12月9日
毎週土曜日　午後1時30分～午後3時

「パソコンを利用した楽しい年賀状の作り方」

11月11日～12月16日（11月18日は除く）
毎週土曜日　午後1時～午後3時

「創薬とイノベーション～新薬を求めて～」

11月2日～12月7日（11月23日は除く）
毎週木曜日　午後7時～午後8時30分

本年度役員総会は7月14日東京ドームホテルに於いて開
催されました。日本大学校友会は本学卒業生をもって構成
されていますが、各部会代表（薬学部校友会からは6名が
代表出席）をもって構成される役員総会で審議が行われま
す。17年度委員会報告・財務報告に引き続き、18年度事業
計画・財務計画が審議・承認されました。

平成18年度事業計画
◎委員会・各支部総会開催計画
◎正会員事業計画
① 校友会館設立のための資金積立
② 校友子女入試の推進
③ 全国校友大会の開催
④ 箱根駅伝の振興と推進
⑤ その他必要とする事業

◎準会員（学生会員）事業計画
① スポーツ優勝者表彰
② スポーツに対する奨励金交付
③ 全学文化事業（NU祭）支援
④ 校友会（準会員）の診療費助成
⑤ 校友会独自の奨学金
⑥ 校友子女入試の充実に伴う特別優待生制度の拡大
⑦ その他必要とする事業

事業計画にもある校友子女入学試験は本年で2年目を迎
え、薬学部を含む11学部、短期大学6学科で行われました。
受験者数263名で73名が合格した。薬学部は19名の受験者
に対し合格者は4名であった。校友会ではこれらの合格者
のうち、成績が特に優秀なものを特別優待生として選抜し
ていますが、薬学部合格者のうち1名が選ばれ、160万円の
奨学金が授与されました。
この試験の受験資格は校友の子女（2親等内直系血族）

であれば、すべての学部を受験をすることができます。毎
年7月末には詳細が決定いたしますので、受験を希望され
る際は薬学部校友会事務室に情報を確認してください。

本年度全国校友大会は平成18年11月17日（金）に東京ド
ームホテル（東京都文京区）で開催されます。詳細はホー
ムページに掲載されます。参加希望の方は薬学部事務室ま
で連絡いただけましたら詳細案内をお送りいたしますので
お知らせ下さい。

平成18年度事業計画にありますように、「箱根駅伝の振
興と推進」を図るために、第83回箱根駅伝に向けて、特別
委員会が編成されます。この委員会はすべて「有志による
奉仕の精神」で運営されます。81・82回は第3位でした。
83回は優勝を目指しています。楽しい応援をしたいと考え
ております。委員として応援チームへの協力を期待してい
ます。ご協力いただける方は薬学部校友会事務局までお知
らせ下さい。

箱根駅伝振興特別委員会委員募集中

全国校友大会

校友子女入学試験・特別優待生決定
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日本大学・日本大学校友会ニュース
日本大学生涯学習センター

（http://www.nihon-u.ac.jp/shougai/）

平成18年度 日本大学校友会役員総会開かれる
（http://www.nihon-u.ac.jp/alumni/soukai.html）



平成18年度校友会通常総会は平成18年6月24日（土）午
後1時30分から薬学部512教室で会員60名が参加し、名誉会
長安西偕二郎薬学部長を迎えて開催した。山内　盛会長の
挨拶、安西名誉会長の挨拶の後、会則により山内会長を議
長に選出した。議事に入り、第1号議案（平成17年度庶務
報告、事業報告、決算報告ならびに監査報告）について、
審議し、可決承認された。第2号議案（平成18年度事業計
画案ならびに予算案）および第3号議案役員承認について
は、原案とおり承認された。なお、監事長谷川　明氏（6
期）の辞任が承認され、後任に小川　敦氏（24期）が承認
された。引き続いて懇親会が新装オープン（平成18年5月）
された多目的ホール（2号館・2階）で開催された。懇親会
には、日本大学副総長・薬学部長安西偕二郎先生をはじめ
校友会本部事務局次長齋藤直樹様、同僚学部校友会会長な
ど11名ならびに母校教職員多数を迎えて開かれた。ご来賓
の紹介、副総長安西先生のご挨拶、齋藤事務局次長のご挨
拶後、中村　健氏（3期）の音頭で乾杯し、開宴となった。
定年で退職された恩師（小川尚武先生、小野寺幸雄様、遠
藤　豊様）に山内会長より感謝状および記念品が贈呈され
た。また、校友会の事業である薬学部校友会研究奨励金に
よる研究者；渡邊雅紀氏（39期）に対して研究奨励給付証
書が山内会長から授与された。恒例の福引も行われ、次年
度の再会を楽しみに散会した。

第24回日本大学工科系校友会連絡会および第9回日本大
学工科系校友会支部長会が平成18年8月26日（土）に理工学
部校友会が当番校友会で理工学部駿河台校舎で開催された。
連絡会（出席者41名で薬学部7名；会長、副会長（6）、

薬学部校友会常任幹事（1））では、各校友会の運営状況
（活動状況、名簿発行などを含めて）、校友子女入学試験
（平成18年度から薬学部も採用）などについて意見交換を
した。また、今年度から支部会への援助として支部長会の
出席については交通費を補助することとなった。
支部長会（出席者79名で、薬学部7名および薬学部校友

会千葉県支部長　青木正忠氏）では、4学部校友会の活動
報告、支部長会の出席に対する援助（交通費の補助）、校
友子女入学試験などについての報告があった。続いて各支

平成18年度工科系校友会連絡会および支部長会報告

平成18年度校友会総会報告
部会の活動報告があり、各支部とも支部会総会への出席者
の減少、若手会員の総会への動員、校友会活動に対する教
員の理解を求めるなどの意見があった。

薬学部の全面的ご協力を得て、日本大学薬学部校友会主
催で第4回赤十字救急法救急員養成講習が開催されました。
救急員認定試験に合格された方の氏名をご報告いたします。
第４回講習会合格者（平成18年4月3日～5日開催）
学部２年　小柳友香利、三枝芳　　
学部３年　栗原恵里奈、監物見紗、河野成香、小柴聡子、

寺崎祐美子、友政真弓、豊田綾、中嶋章人、
長島隆文、中込未来、中嶋亮介

学部４年　岡田博之、小川智弘、亀田圭輔 以上16名

第3回入会記念特別講演会「薬学の世界」が下記の通り
新入会員 (1年生) 204名の参加者のもとで開催され、さらに
入会記念品として参加者にUSBフラッシュメモリーが配布
された。
日　時：平成18年５月13日(土) 10：00～12：00
場　所：日本大学薬学部6号館階段教室
演題・演者：

1.「面白いよ、病院薬剤師は」
順天堂大学浦安病院薬剤科長　小清水敏昌 (12期)

2.「製薬企業における薬剤師の使命と期待」
佐藤製薬㈱ OTC開発部部長　郡司明彦 (26期)

3.「行政における薬剤師の仕事」
船橋保健所　荒川千佳 (40期)

●平成18年度薬学部校友会研究奨励金研究者
渡邊雅紀（39期：衛生化学ユニット助手）

第３回入会記念特別講演会報告

赤十字救急法救急員認定証取得者
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会 合 予 告
18回桜薬祭のご案内　母校を訪ねる日

第18回桜薬祭（薬学部学園祭）が来たる11月4日（土）・5（日）の両日薬学部校舎で開催されます。
薬学部校友会では、11月4日（土）を「校友の母校を訪ねる日」と定めて当日参加校友に昼食券（500円）を進呈

しております。当日は校友会提供の「桜薬クイズ」や学生会員の研究発表も行われておりますので、校友の皆様お
誘い合わせの上ご来校ください。多数の参加をお待ちしております。

会 務 報 告 総務委員会 学内委員会
財務委員会 I T 委 員会
事業委員会 事　務　局

役員について
新任（任期：平成19年度まで）◎印　常任幹事

第51期　◎羽賀健悟、長谷川良平

役員交代（任期：平成19年度まで）
監事　長谷川明を小川敦に交代
学内　荒川基記を須田篤博に交代
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平成17年度決算報告
17. 4. 1～18. 3. 31

○本部還付金　
科　　　目 還付額 振替先 差　異△

合 計 5,992,400

本 部 還 付（ 正 会 員 ）
年 会 費 充 当
雑収入（寄付金扱）

本部還付（準会員）
入会金充当（半額）
年 会 費 充 当
前 納 会 費 充 当

98,400

5,894,000

5,992,400

82,000
16,400 

2,660,000
1,684,000
1,550,000

0

合 計 13,345,833 13,315,078 △ 30,755

0

0

○収 入 の 部
科　　　目 予　算 決　算 差　異△

入 　 　 会 金
年 会 費
前 納 会 費 積 立
当 年 度 納 入

利 子
雑 収 入
前 年 度 繰 越

2,760,000
7,680,000
4,800,000
2,880,000

200
500,000
2,405,633

2,695,000
7,470,000
4,794,000
2,676,000

245
751,200
2,398,633

△ 65,000
△ 210,000

45
251,200

△ 7,000

○支 出 の 部
科　　　目 予　算 決　算 差　異△

合 計 13,345,833

１　事　　　業　　　費
１　会 誌 発 行 費
印　　刷　　費
編　　集　　費
発　　送　　費

２　活 動 補 助 費
卒 後 教 育 講 座
支　　部　　等
学　生　会　員

３　Ｈ Ｐ 管 理 費
２　会　　　議　　　費
１　総　　会　　費
２　委　員　会　費
３　印　　刷　　費
４　発　　送　　費
３　事 　 務 　 局 　 費
１　管　　理　　費
２　人　　件　　費
３　旅 費 交 通 費
４　通　　信　　費
４　そ　　　の　　　他
１　本 部 等 分 担 金
２　慶　　弔　　費
５ 資 金 調 整 費
６　予　　　備　　　費
７　次 年 度 繰 越 金

6,342,700
3,100,000
1,600,000
100,000
1,400,000
2,835,700
500,000
523,000
1,812,700
407,000
1,228,500
600,000
124,000
84,500
420,000
2,660,000
320,000
1,760,000
350,000
230,000
1,398,000
830,000
568,000
1,000,000
716,633

0

13,315,078

5,991,092
3,037,373
1,628,970
86,265

1,322,138
2,701,399
515,160
310,510
1,875,729
252,320
1,107,897
506,048
120,932
78,965
401,952
2,177,323
356,743
1,427,970
246,380
146,230
1,388,819
824,650
564,169
1,000,000
542,580
1,107,367

△ 30,755

△ 351,608
△ 62,627

28,970
△ 13,735
△ 77,862
△ 134,301

15,160
△ 212,490

63,029
△ 154,680
△ 120,603
△ 93,952
△ 3,068
△ 5,535
△ 18,048
△ 482,677

36,743
△ 332,030
△ 103,620
△ 83,770
△ 9,181
△ 5,350
△ 3,831

0
△ 174,053
1,107,367

平成18年度予算案
18. 4. 1～19. 3. 31

○本部還付金　
科　　　目 還付額 振替先 差　異△

合 計 7,446,000

本 部 還 付（ 正 会 員 ）
年 会 費 充 当
雑収入（寄付金扱）

本部還付（準会員）
入会金充当（半額）
年 会 費 充 当
前 納 会 費 充 当

96,000

7,350,000

7,446,000

80,000
16,000 

2,650,000
2,100,000
2,600,000

0

合 計 12,645,567 13,315,078 △ 669,511

0

0

○収 入 の 部
科　　　目 予　算 前年実績 差　異△

入 　 　 会 金
年 会 費
前 納 会 費 積 立
当 年 度 納 入

利 子
雑 収 入
前 年 度 繰 越

2,650,000
8,388,000
5,348,000
3,040,000

200
500,000
1,107,367

2,695,000
7,470,000
4,794,000
2,676,000

245
751,200
2,398,633

△ 45,000
918,000
554,000
364,000

△ 45
△ 251,200
△ 1,291,266 

○支 出 の 部
科　　　目 予　算 前年実績 差　異△

合 計 12,645,567

１　事　　　業　　　費
１　会 誌 発 行 費
印　　刷　　費
編　　集　　費
発　　送　　費

２　活 動 補 助 費
卒 後 教 育 講 座
支　　部　　等
学　生　会　員

３　Ｈ Ｐ 管 理 費
２　会　　　議　　　費
１　総　　会　　費
２　委　員　会　費
３　印　　刷　　費
４　発　　送　　費
３　事 　 務 　 局 　 費
１　管　　理　　費
２　人　　件　　費
３　旅 費 交 通 費
４　通　　信　　費
４　そ　　　の　　　他
１　本 部 等 分 担 金
２　慶　　弔　　費
５ 資 金 調 整 費
６　予　　　備　　　費
７　次 年 度 繰 越 金

6,786,000
3,250,000
1,750,000
100,000
1,400,000
3,136,000
300,000
500,000
2,336,000
400,000
1,300,000
600,000
150,000
100,000
450,000
2,500,000
390,000
1,700,000
250,000
160,000
1,430,000
830,000
600,000

0
629,567

0

13,315,078

5,991,092
3,037,373
1,628,970
86,265

1,322,138
2,701,399
515,160
310,510
1,875,729
252,320
1,107,897
506,048
120,932
78,965
401,952
2,177,323
356,743
1,427,970
246,380
146,230
1,388,819
824,650
564,169
1,000,000
542,580
1,107,367

△ 669,511

794,908
212,627
121,030
13,735
77,862
434,601

△ 215,160
189,490
460,271
147,680
192,103
93,952
29,068
21,035
48,048
322,677
33,257
272,030
3,620
13,770
41,181
5,350
35,831

△ 1,000,000
86,987 

△ 1,107,367

会 費 納 入 報 告 財務委員会

会費を納入いただきました会員の方々の名簿です。ご協力ありがとうございました。
誤りがございましたらお知らせ下さい。 （平成18年３月１日～平成18年８月31日）

●2,000円納入者
56 笠井能子, 斎藤美智子 57 黒野朝美 58 大
淵洋子, 岡本昌子, 小野都子, 金子佐知子, 斎藤
友美, 佐藤雅子 59加藤敬一, 木村清, 守護哲二
60 柴田 司 61 岩瀬光江, 玉田輝巳, 辻厚子
63 泉澤晴子, 尾崎展男, 芝紀代子 64 小室則
子, 西川宣征, 廣瀬慶子, 向井葵 65 秋元敦信
66 松本好正 67 松波紀子 72 二木あつ子, 山
下和代 73 久保山昇, 福田幸雄 74 松村昌子
76片桐秀明 77安部貞詔, 土屋利寿, 藤田富貴

会費納入者 79大塚正征 80工藤壽子, 阪かおる, 斎藤容子
82 野田恵美子, 渡辺正実 86 三宅智子 87 高
橋久美 89吉澤昭世 91極檀幸次, 戸塚ゆ加里
96渡部多真紀 97國 佳奈恵 99岡澤美穂子
05横瀬啓子 06 村英利 以上51名

●4,000円納入者
56大西清之 62上谷知子 67小池恭司 71野
口幸一 82岡田真郎 86小林繁 00磯山知之

以上7名

●6,000円納入者
56兵藤精一 58白井正子 64金子幹宏 69相
見光郎 70 荻原勉 77 種井政春 91 小山由美
92右近正光 05宮 恵理 以上9名

●10,000円納入者
56秋山郷子, 井手常博, 新村宗敏 57池上武子
58 大庭一郎, 檜山玲子, 毛利正 59 阿部了, 有
本亨,藤井忠男,前川昌子,山下妙子 60香取悦,
吉川郁子 61 鈴木保行, 福井俊一, 吉村幸子
62 上田民恵, 間瀬泉 63 大野比奈子 64 佐藤



美智枝, 松原以登子 65小川尚武, 金谷京子, 近
絢子, 佐藤富子, 佐藤良夫, 高田定一 66奥澤尚
子, 桑畑善信, 時田眞人 67 中島斉子 68 小川
義和 70高野嘉巳, 半澤晴代 71一之瀬カズ子,
澤田チヅコ 73 笠島栄二, 三枝良安, 原田正一
74土屋洋一, 橋本正成, 松本徹 75早乙女順子
76 佐藤寛子 77 日谷和江, 若海希和子 78 石
井博幸, 木村美智子, 武内ひとみ, 細川みゆき
80安孫子正敏, 中村紀久子, 蛭川康子 81加藤
善久, 木下尊文, 木下文恵, 仙名生代, 目黒きく
恵 82蠣崎淳,吉澤康明 83須賀智代,柴田智子
84 長谷川正江 85 福田明, 小峰寿, 斎藤義夫,
福原美幸, 高瀬紀子, 温井裕美 86苅部英寿, 谷
地由香 87 香山文明, 菅谷佐知子, 小菅孝恵
88 香山雅美, 山下由美 89 加藤薫, 田口博之
90 神谷洋 91 佐藤寛子 93 笠原靖裕, 峯岸一
夫 94小山理恵, 菅野浩 96山本七恵 06北原
昌和, 清水綾子 以上88名

●12,000円納入者
85勝又壮一 06相澤沙央理 以上2名

●20,000円納入者
66 中島卯一 76 杉森万千日兒77鈴木公子 82
小松久恵子, 村上喜美夫 83本多修 88町田伸
行 90 植村豊 92 浦和美穂 94 古村江理 96
松井周一, 武藤全弘 06 青木理恵, 石井真由子,
市川祥子, 井上智佳子, 井原亜紗美, 今木亜矢
子, 井村政也, 植田千花, 餌取佳子, 遠藤俊弥,
岡部絢一, 柏木あづみ, 片桐望, 加藤伊久美, 金
沢真司, 加茂沙織, 川口裕, 川島なおみ, 川澄賢
司, 川添香子, 河辺慶子, 岸野真里子, 木村元気,
後藤七生子, 齋藤めぐみ, 齊藤良子, 佐藤早, 佐
藤仁美, 佐藤康年, 里見仁, 市東永三子, 芝井將
隼, 柴田綾子, 島田佳実, 杉本沙帆, 鈴木裕美,
関戸政広, 関根真里絵, 曽我智子, 曽根隆司, 大
宮司理子, 高埜真季, 高橋絵里香, 見澤彩, 立
澤佑季子, 田辺惇, 谷口耶絵子, 玉木奈緒, 田村
元気, 土屋将夫, 武佑紀, 中川雅代, 羽賀健悟,
花澤迪子, 平子めぐみ, 舛谷泰成, 松下祥, 宮田
真理子, 宮野孝彬, 宮本千穂, 三好正人, 柳川周

, 山崎登喜彦, 山 陽子, 山 嘉子, 山田麻衣
子, 山中美津子, 山村悠, 吉越夕華, 吉野菜月,
和久井早苗, 渡辺咲, 渡辺俊輔, 渡邊美樹

○平成14年入学者
清水綾子

56原田貞亮,吉田幹子 57一ノ瀬衛,久慈静江,
中山純雄, 森田允子 59 山内盛 60 奥窪伸之,
斉藤文夫 61前田敏晴 63形浦和子, 長崎雅彦
64 小松康宏, 渡邊和子 65 小林郁夫 67 小清
水敏昌 68 高橋繁治 69 坂田秀臣 70 宇野澤
まり子 72 宮本俊男 73 鈴木真知子 74 伴野
和夫 75 鎌田みづ江 76 鈴木孝, 本橋重康, 吉
田善一 77塚本利夫 78高野英夫 79川島仁子,
齊藤順子 80 梅沢芳史, 中山純子, 田中香代子
83 広瀬真理子 84 飯島勝夫 85 栗城華枝 90
西村伸大 94土屋晃一 96荒川基記

以上39名

平成17年度本部正会員会費納入者
（薬学部校友会へ会費還付があった者）

入会金納入者

○平成16年大学院博士前期課程入学者
鈴木慶一 以上1名

○平成15年度学部入学者
大塚智之, 川島由樹, 田中裕子, 古谷航, 綿引彩乃

以上5名

○平成16年大学院後期博士課程入学者
鈴木郁子, 林充昭 以上2名

○平成17年度大学院後期博士課程入学者
李賀然, 谷地豊, 大塚進, 柴田久史, 高橋努, 樋
口孝, 中尾進 以上7名

○平成18年度大学院後期博士課程入学者
長嶋崇, 中山敏光, 北市裕子, 井上元基, 深澤亜
季子, 朝本紘充 以上6名

○平成17年大学院前期博士課程入学者
井出康昭, 徳田栄一, 雨宮恵司, 浦野敦, 亀田真,
猿田紀子, 高橋憲二, 小林直子, 鈴木紗斗美, 野
伏康仁, 多喜しをり, 天野佳世子, 安藤成紀, 伊
尾岳, 池野徹, 石井達弥, 石川貴之, 伊藤匡伸,
加藤祥子, 佐々木孝江, 四方公亮, 篠 真紀子,
鈴木薫, 高柳論也, 田子けいと, 建川一朗, 長岡
裕樹, 名塚典昭, 西村怜子, 根本雄太, 野村沙和
子, 萩原友和, 林智久, 伴野絢子, 菱山和義, 福
村玲子, 藤本健太郎, 松田尚子, 茂谷康

以上39名

○平成18年大学院前期博士課程入学者
青木理恵, 上島健太郎, 岡部絢一, 小川光一, 小
川俊, 賈榴楠, 柏木あづみ, 川澄賢司, 河邊宏之,
木村元気, 河野好子, 小林宗博, 齊藤良子, 嶋田
逸大, 武元梢, 谷口耶絵子, 玉木奈緒, 團原絵美,
並木里絵, 西山耕太郎, 花澤迪子, 平林美緒子,
深滝利也, 松田一彦, 宮田真理子, 宮野孝彬, 桃
井慰作, 山 嘉子, 吉野菜月, 吉田裕司, 渡辺俊
輔, 渡邉優里 以上32名

○平成15年学部入学者
相本恒陽, 秋田綾子, 浅野由里子, 阿部圭佑, 荒
木佐知子, 有賀史瑛, 阿部展子, 有村知穂, 五十
嵐良樹, 石井紗代子, 池田淳, 石井祐子, 石田俊,
石野雄介, 泉田尚津, 市川洋希, 市村理人, 一柳
七麻, 今村千乃, 井本亜希子, 岩井了, 岩瀬正史,
岩松年隆, 上野裕晃, 浦野みゆき, 上野山亜純,
栄角佳菜絵, 江口実沙, 尾池智子, 大川枝里子,
大井孝彦, 大川慶, 大澄朋香, 大川原拓佳, 大滝
由李, 大沼幸恵, 大野裕介, 大場枝里子, 大平明
梨, 大森崇行, 岡澤亜紗美, 大平梓, 岡田博之,
大森裕美, 小川国大, 荻野智之, 沖村沙織, 小川
好美, 荻野未来, 小川智弘, 沖山佳奈, 小川菜穂
子, 小野友也, 小坂浩子, 小野澤秀高, 皆藤佑一,
加賀美マキ, 角田美穂子, 影山千恵, 影山智恵,
風見明日香,金井直美,金生谷直美,金巻由美子,
加村麻里子, 亀ヶ谷直幸, 金卷裕子, 亀田圭輔,
唐澤小百合, 川上麻美, 川島将太, 河村絵美, 神
戸香織, 木下真紀, 岸田真由美, 喜島奈央, 木野
まり奈, 木下智弘, 木山智葉, 窪田みなみ, 栗田

平成18年度本部準会員会費納入者
（薬学部校友会へ会費還付があったもの）

平成17年度本部準会員会費納入者
（薬学部校友会へ会費還付があった者）

将旭, 郡司美菜子, 黄木玲佳, 小林慶子, 古賀裕
章, 小谷亜矢, 小林妙子, 小段加織, 後藤教嘉,
小林由梨, 小林利典, 齋藤大, 坂井隼人, 佐藤裕
之, 酒井侑美, 佐藤雅也, 坂本恵美奈, 佐藤靖久,
佐野裕理, 佐藤麻梨子, 座間美佐子, 澤田希和,
佐藤美沙子, 塩谷明美, 嶋田暁優, 島崎由希, 島
田喜進, 清水順子, 下田恵理, 下島香南子, 山中
明日子, 下田康代, 諸喜田明利, 白井絵里奈, 鈴
木慎一郎, 菅澤えりか, 勝敦史, 鈴木直人, 住吉
祐希, 鈴木勇太, 染谷文洋, 高際貴子, 高橋彩,
高田和仁, 高橋里奈, 滝澤麻美, 橋央奈, 田口
美菜子, 田中絵美, 竹内彩夏, 武田智子, 田中好,
田島裕子, 田中裕子, 千阪栄里, 鶴見陽子, 土屋
寛典, 常光史佳, 出川雄大, 照井一絵, 堂元典子,
戸叶香織, 武丈示, 土橋真理子, 永島貴裕, 中
川知子, 中北敏賀, 長島憲政, 中島悠子, 永田温
美, 中出千裕, 中島博史, 中村千紘, 西田友紀,
入田明子, 丹羽潔枝, 野秋隆太郎, 野口泰広, 野
末尚子, 延原潤, 野村仁志, 野中真衣, 萩野茜,
原田理香, 橋本圭介, 林海菜子, 原田真喜子, 比
嘉崇之, 臂千枝, 昼間千明, 廣瀬靖章, 広田正美,
府川優子, 福岡直美, 福島恵太, 藤井千秋, 藤浪
由佳, 福嶋友美, 藤野絵理香, 藤野真由美, 淵美
奈子, 船渡川里絵, 星野史朗, 細羽由紀子, 前田
康多, 益田祥史, 松尾岳, 松田晃, 丸山拓郎, 三
浦泉, 三科沙織, 宮岸寛子, 宮本博司, 三宅加奈
子, 宮_由美子, 宮谷希海, 村田達教, 村林紀雄,
室田紗希, 森明日香, 望月美佐, 森田明子, 森元
裕太, 森田肇, 矢島一子, 澤由佳, 矢作忠弘,
山裕美, 山岸由佳, 山下笑美理, 山口聡, 山本拓
真, 山本名緒, 横江翼, 横尾桂子, 吉岡裕太, 吉
田香織, 吉原健, 吉牟田絵理, 吉村俊太朗, 吉田
怜, 若井暁, 和久美幸, 和田政孝, 渡邉博昭, 渡
辺裕治, 渡部智之 以上227名

○平成16年学部入学者
相川誉人, 麻布百合子, 福島彩子, 吾妻隼斗, 安
藤光司, 厚見恵, 安東理大, 飯島慎弥, 飯田康太
郎, 飯干祐美, 五十嵐文, 池田直美, 伊澤一貴,
池田善彦, 石川恵美里, 石田祐介, 井田貴之, 市
原光, 伊藤友紀, 糸数陽介, 稲場佑生子, 井上倫
代, 今井由恵, 岩野由貴, 植木大介, 上原麻衣子,
上村苑子, 内久根暖佳, 梅原美紀, 江口義朗, 江
藤翔一, 榎亜季, 鶯塚弘奈, 大石竜也, 大澤亮平,
大塚泰吉郎, 大野郁美, 大室綾, 大山幸恵, 小笠
原隼一, 岡直樹, 小笠原実智代, 岡田淳吾, 小川
明男, 奥田早紀子, 小口紗祐梨, 奥貫高明, 小沼
美佳, 小野春果, 折井啓一郎, 加藤裕規子, 甲斐
岳史, 片山頌子, 加藤優美子, 金井理恵, 加藤涼
太, 狩野裕子, 神谷あゆみ, 上和野浩一, 川口貴
美乃, 川島慶子, 菅野匠, 神田愛美, 菊島僚, 北
村祐, 熊山ともみ, 熊倉康 , 栗原恵里奈, 栗田
充, 原尚子, 栗原成典, 監物見紗, 河野成香,
国分佳, 小柴聡子, 兒玉知明, 小林幸枝, 小松由
枝, 齋藤綾乃, 逆井麻衣, 齋藤恵美, 佐藤暢祐,
櫻井仁美, 指田ミカ, 佐藤明子, 澤田浩一, 佐藤
摩耶, 佐野真由美, 澤田貴史, 佐藤優, 真田佳美,
三瓶由香, 篠原喜英, 志田良美, 柴崎宏介, 下川
展代, 下舞由香理, 清水健司, 東海林美菜, 新谷
菜々子, 須藤章子, 鈴木展宏, 末田みさと, 鈴木
祐介, 須藤博之, 鈴木香織, 須永洋, 鈴木富仁,
薛寿栄, 千賀新太, 高崎伸一郎, 田麻美, 高橋
慶, 高山有那, 橋佑輔, 田中登子, 橋惇一,
高梨友佑, 田中まい子, 野美紀, 田中有称恵,
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高橋優香, 田中融, 田甫静花, 竹内亜美, 多田純
平, 萩紀子, 千葉聖, 土本祐輔, 恒川祐介, 津
野俊也, 角田智, 寺崎祐美子, 寺下薫, 照屋陽子,
冨樫美穂, 徳宿桂子, 野老直樹, 友政真弓, 富田
景子, 富永杏美, 豊田綾, 内藤泰寛, 永井萌子,
仲川真由, 長井達弘, 中嶋章人, 中田理奈, 長島
隆文, 中込未来, 中島隆良, 中野英明, 中平裕基,
中嶋亮介, 永鳥由里子, 中橋良介, 中村和寛, 南
雲昭人, 中村雄一, 中島美咲, 奈良克彦, 中村貴
之, 西 景子, 西川泰史, 西澤君子, 西村有樹,
能勢裕久, 野原良介, 信田愛, 野間礼, 野村英一
郎, 萩原裕未, 橋口友貴, 橋本侑子, 長谷川雅紀,
秦美奈子, 八田加奈子, 服部結美, 初野美智, 花
澤知子, 濱野由宜子, 林彰子, 一杉俊輔, 東田真
依, 樋口直美, 久重侑子, 平沢孝幸, 平田明日香,
平山友香梨, 深澤美南, 福本朝弘, 福田恵, 藤田
裕子, 藤村祐樹, 藤田由実, 船岡由貴, 星野剛史,
堀江東平, 細川麻衣, 堀江知未, 堀川耕平, 本多
正孟, 牧理絵, 牧野友香, 松田藍, 牧重彬, 松田
萌香, 三上泰輝, 溝口正博, 箕輪仁美, 三原春佳,
宮川元範, 村上由季, 村田真紀, 森重克哉, 森田
真澄, 森山雄太, 森田陽介, 矢倉尚幸, 矢島潤一,
柳瀬舞, 矢野間朗子, 八巻月子, 山岸良多, 山口
諒, 山崎由美子, 山田茂幸, 大和由佳, 山本香織,
由井達也, 吉田智恵, 吉川翔, 吉田后里, 横山大
輔, 吉田泰史, 吉森好弘, 渡辺百合香, 渡邊謙,
柏木真由子, 亀入ひろみ, 杉原織衣 以上241名

○平成17年学部入学者
合葉俊介, 青木理恵, 赤沼雄介, 赤羽真子, 秋山
綾乃, 浅香侑加子, 浅沼すみれ, 浅野裕子, 東太
郎, 穴倉龍彦, 安部麻奈美, 雨宮芙美奈, 阿部真
太郎, 有馬佳奈, 飯田侑, 飯沼亜季, 五十嵐由美,
池永朋代, 石川奏, 石飛真理, 石丸雄基, 石渡裕
紀, 市橋裕也, 伊藤直人, 井戸川いぶき, 伊藤宏
俊, 稲泉佑香里, 伊藤蓉子, 今井鉄也, 岩井里江,
岩田真理子, 岩渕恵理子, 上田敬太郎, 海本智
也, 上田沙矢桂, 梅澤昌弘, 浦野高弘, 江川怜那,
遠藤直哉, 大久保歩, 大塚貴大, 大西里佳, 大橋
千夏, 岡真衣子, 岡田秀平, 大橋麻美, 岡田麻里,
小川智弘, 奥野明世, 小倉純一, 尾関大輝, 小倉
理加, 小関沙希, 尾上豪, 小野田千明, 小畑新太
郎, 折井香澄, 織原由美子, 樫村泰葉, 柏木基希,
勝俣知香, 加藤由貴江, 金久保明子, 金森隆, 金
子真由美, 加納まりえ, 鎌滝真永, 神木俊昭, 川
口亮, 河村俊介, 菊川麻理, 菊地翔一, 木口美幸,
木村真也, 菊池悠, 北村理恵, 木村愛, 久住真維,
倉田秀人, 栗原康広, 黒川芳晴, 黒澤衣華, 沢
泰人, 源後泰史, 後藤宏和, 小嶋佳奈, 後藤裕司,
小早川博信, 小林礼乃, 小松和也, 小林優理子,
古村和圭子, 小柳美帆, 小林裕侑, 小山智代, 小
柳友香利, 小山由美子, 近藤沙織, 斉藤瑛子, 三
枝芳, 齊藤加奈, 櫻田理華, 佐々木洋明, 佐藤未
織, 佐々木彩, 佐藤泉, 佐々木絢子, 佐藤裕之,
猿倉康平, 佐藤恵美, 佐々木香奈, 佐藤蘭, 塩野

入洋, 柴田彩子, 島田惇司, 柴田邦彦, 島田杏子,
清水美春, 嶋田紘也, 七五三亮太, 白井諒, 須賀
貴之, 菅野真由美, 菅谷ひろみ, 杉山貴博, 鈴木
晶子, 杉山奈央子, 鈴木恵理子, 須 勇介, 鈴木
麻衣子, 清古裕子, 蘓武高行, 高井崇浩, 高木千
佳, 高崎佳美, 田頭武明, 高田美奈子, 高堂沙織,
高梨信之, 野裕美, 高橋翔真, 野裕加里, 田
口貴博, 武田紗由里, 多田昌弘, 田中千尋, 田邉
こずえ, 谷口祐子, 田村洋介, 千田朱希子, 辻本
安里, 津田有梨香, 坪倉嘉誉, 寺澤未希, 寺島大
智, 永真希, 戸田諒, 利根川翔, 富澤優三, 富
田由貴恵, 鳥山淳司, 中嶋康雄, 中込朋子, 中野
隼治, 長瀬浩一, 仲野陽彦, 中島望, 中野博喜,
中林秀彰, 中野美友希, 仲間太郎, 長嶺充, 中村
公薫, 南戸裕, 西岡明男, 西林洋, 西山直孝, 野
沢進吾, 灰塚一貴, 箱 歩美, 長谷川ゆかり, 鼻
田圭吾, 花岡あつ美, 花田夕香, 林田翔太, 原由
香理, 原口奈菜, 原田真臣, 春木鷹志, 東弘幸,
疋田舞, 久田健登, 檜田勇貴, 日 由加里, 人見
成俊, 兵藤大介, 平尾優果, 平山祐介, 福井佐紀
子, 福村知隆, 藤井健太, 藤田幸奈, 藤森将弘,
古屋徳親, 細田瑛梨, 堀内保宏, 本澤里沙, 本田
香織, 牧野裕一, 松浦佳之, 松尾拓, 松田明日香,
松橋龍也, 松村綾子, 真室綾子, 酒造友美, 三科
俊恵, 水田隆代, 宮内智也, 宮川綾, 三宅浩平,
宮 悠, 宮前政幸, 村上奈緒子, 村瀬絵里, 村山
悠, 村瀬貴弘, 森久美子, 茂泉渚, 森直紀, 馬上
雅光, 森学, 本里麻理子, 森美和子, 安井千紘,
山口あゆみ, 藪崎憲人, 山口弥里, 山下彩子, 山
岡由佳, 山下徳一郎, 山口大輔, 山 令奈, 山下
雅人, 山田紘史, 山下裕美子, 山根潤也, 山本隼,
山内佳織, 山本直樹, 横田佳代子, 吉田周平, 横
溝理絵, 吉田稔, 横田康男, 吉井一矢, 吉田史子,
吉野恭平, 吉村和昭, 米田裕子, 渡邉裕之, 若菜
彩子, 渡鍋恭裕, 脇いずみ, 渡邊亮真, 足立満里
子, 伊藤百加, 小野紳矢, 加藤雅子, 木彰子,
山本典子 以上271名　

○平成18年学部入学者
青木麻里子, 青嶋武明, 青木康衣, 赤松賢, 浅倉
弘幸, 浅田広行, 浅野有慧, 東初樹, 有藤哲宏,
安藤宏行, 飯田麻美, 飯塚彬子, 井熊祥子, 池口
麻衣子, 石井貴規, 石川裕斗, 石津貴大, 石川暢
二, 石橋茜, 石川竜大, 市原明日香, 市丸嘉, 伊
藤江里子, 井上暁子, 伊藤香織, 今井美湖, 伊藤
貴博, 今別府敏行, 今道凡子, 岩渕聡, 牛尾友里,
牛玖卓司, 内門真理, 内田佑美, 内山由貴, 梅中
康仁, 江藤公美, 榎本優, 江辺暁子, 及川貴美子,
大石汐理, 大泉崇, 大川原礼子, 大木洋介, 大澤
亜美, 大嶽阿矢, 大塚太郎, 大林万利子, 大堀沙
由香, 大山亜沙美, 岡崎太郎, 岡村勝敬, 岡本真
実, 岡村友美恵, 小川司, 小口祥平, 小川直佑,
小倉知佳, 小野真奈美, 小畑摩利子, 折田莉央,
貝瀬正章, 笠井彩, 笠野陽子, 勝又翼, 加藤小織,
金成貴史, 加藤大輝, 金子智昭, 狩野理奈, 金子

友美, 鎌田昴, 上村亮太, 亀山菜津子, 川澄夏希,
川本健雄, 菅野愛, 北川尊祥, 城戸文, 木下直也,
木原雅典, 金明俊, 國嶋隆史, 黒川佳奈, 黒澤美
登里, 黒川恵美, 毛塚正憲, 小鍛治由佳, 越塚宏
美, 小堀みどり, 小松仁志, 小宮佑太, 小山裕佳
里, 近内悠記, 近野聡, 齋藤俊和, 佐藤梓, 齊藤
三穂,佐藤綾,酒井啓延,佐藤友美,坂本倫子, 佐
藤尚子, 櫻井大地, 佐藤優和, 笹井絵梨, 佐藤優
代, 佐用みな子, 佐藤友菜, 塩田奈央, 宍倉啓介,
信太あゆみ, 柴田亜由美, 島田望, 庄司恵理香,
白崎春野, 鈴木亜里沙, 杉山祐里江, 鈴木祥太,
瀬尾賢史, 鈴木悠哉, 関瑞穂, 大学尚史, 久明
里, 田三紗子, 橋和也, 高田裕一朗, 高橋淳,
見守, 高橋亮, 高村舞, 山幸恵, 田川智一,

滝野裕美, 田口麻里奈, 田久保裕子, 竹田征司,
田中貴司, 武田侑子, 為ヶ谷政弘, 塚原沙穂子,
津坂仁実, 辻慧, 辻村枝莉子, 土谷佳織, 津曲智
子, 鶴田明日香, 寺澤祐樹, 寺西徳子, 徳重恵子,
特永大揮, 内藤桂子, 中川裕一, 中村翔太郎, 中
川由香, 中村巴香, 中井健亮, 中村眞梨, 中島恵,
中村仁則, 中島唯, 中村英喜, 中道亮平, 中村龍
太, 西坂晴信, 西村由季, 西脇祐太, 二村朱音,
根本篤, 野口貴, 広, 野村千優, 萩庭彩奈, 長谷
川千尋, 波多江英樹, 長谷川裕治, 服部若菜, 花
岡峻輔, 花田悟, 濱野葵, 端山真奈美, 原信一,
原田綾香, 日笠淳一, 平倉慎子, 平野有紀, 平山
翔太, 福島周重, 藤井沙織, 藤代太寿, 布施智子,
保科卓也, 本田惇子, 前田理保, 前原有辰, 馬替
仁, 曲山佳代子, 牧重陳, 増子翼, 益岡祥子, 松
居久美子, 松尾有希, 松岡麻梨奈, 松田一紘, 松
永高知, 松沼信一郎, 松村篤史, 松本翔太, 松山
恭子, 松本知之, 間橋洋平, 丸山ことみ, 丸尚貴,
丸山瑠奈, 三枝傑, 緑川拓也, 三原拓也, 見村朋
美, 宮嶋亜衣, 宮村恵梨子, 三輪優貴, 村田哲,
村井十允, 村田真里奈, 望月智隆, 元吉美樹, 森
明日香, 森谷美奈子, 谷古宇修平, 矢野優, 山崎
真美子, 山田真一, 山高慎, 山田喜之, 山野井弾
司, 山本輝尚, 養田裕行, 横江久美, 芳川和輝,
渡邉朗人, 吉田浩昭, 渡辺彩那, 吉川昌美, 渡部
瑛莉香, 米岡祐貴, 渡辺翔平, 和氣あゆみ, 渡辺
健志, 和田篤, 渡辺典子 以上249名
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会報封筒宛名欄会員番号に☆印
のついている方は本年度会費が未
納の印です。会費納入をお願い致
します。

会費は年額2,000円です。
事務簡素化のため5年分10,000円
又は10年分20,000円を一括納入
して頂ければ幸甚です。


